
導入編 


本装置や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


特長 （3 ページ） 

本装置の特長や添が（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

導入にあたって （10 ページ） 

本装置をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

お客様登録 （1 目ぺージ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セットアップを始める前に （17 ページ） 

セットアップの順唐を説明します。お使いになるオペレーティングシステムや 
購入時の装置じよってもセットアップの方法は異なります。 

Windows Server 2008のセットアップ （21 ぺージ） 

Windows Server 2008で運用する場合のシステムのセツトアップの方まにつ 
いて説明しています。 


Windows Server 2003 x 目4 Editions のセットアップ （29 ぺージ） 

Windows Server 2003 x 64 Editions で運用する場合のシステムのセットアッ 
プの方法について説明しています。 

Windows Server 2003のセットアップ （39 ぺージ） 

Windows Server 2003で運用する場合のシステムのセットアップの方まにつ 
いて説明しています。 

障害処理のためのセットアップ （67 ページ） 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップを 
してください。 

応用セットアップ （81 ページ） 

システムの環境やインス I -ールするオペレーティングシステムによっては、特 
殊な手順でセツトアップしなければならない場合があります。必要に応じて参 
照してください。 
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Linux のセットアップ （86 ぺージ） 

Linux で運用する場合のシステムのセツトアップの方まじついて説明していま 
す。 


本書の中でフ□、ソピーディスクを使用した説明が記載されていますが、 
本製品は標準構成でフ□、ソピーディスクドライブを内蔵していません。 
オプションのフ□、ソピーディスクドライブを使用してください。 
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特長 


お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 


性能 


• デュアル〕アインテル® Xeon® プ□セ、ソサー搭載/ 
インテル⑥ Pentium® デュアルコアプ□セ、ソサー搭載/ 
• 高速1000 BASE-T/ 1 00BASE-TX/10BASE-T 
インタフエース （1Gbps/100Mbps/10Mbps 対応） 

参高速ディスクアクセス （SATA/SAS 対応） 

• Dual Channel メモリ対応 


^理 機能 


• ESMPRO/ServerAgent 

参 ESMPRO/ServerManager 

• RAID システム管理ユーティリティ 



信頼性 


温度お矢日 
パスワード機能 
ファン回転監視機能 
電圧監視機能 

メモリ監視機能 （1 ビ 、ソ トエラー 
訂正/2ビットエラーお化） 

R AID システム (SATA/SAS) 



回 


己診断機能 


参 Power On Self-Test (POST) 
• テスト診断 （ T 沁 oLi ) 



ぐに使える 


BT0 (工場組み込み化荷）によりあ6かじめ 
使用する 0S のインストールやオプションの 
取り付けを指定できまず。 


富な機能搭載 


参日 Torito 己〇饥 able CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマツトをサポート 
• リモートパワーオン機能 

• AC リンク機能 

• RAID システム (SATA) 標準装備 


回 


利なセツトアップ 
ユーテイリテイ 


• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• Express 円 cnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリ 
ティ） 

• SETUP (BIOS セットアップユーティリティ） 


^ 電力機能 

スリープ機能をサポート（オプション 
ボードによっては機能しないものも 
ある） 


E 3 張性 _ 

• 最大 8GB のメモリに G 己 X4 : DIMMX4 ス□、ソト） 

• USB2.0 対応 

• 豊富な10オプションス□、ソト 
—PCI Express x8: 1ス□、ソト 
— PCI Express x4 (x8 ソケット） ：1 ス□、ソト 
-PCI バス （32Bit/33MHz) ; 2 ス □、ソ ト 

* 水ぶモデルの場合、 PCI バス （32Bit/33MHz) は使用でき 
ません。 
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本装置は、高い信頼性を磕保するためのさまざまな機能を提供しています。 

装置に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連携により、シ 
ステムの障害を未然に防止、または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるため 
のバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保すること 
ができます。 

を機能はそれぞれ下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 



• ディスク管理 

-八ードウエア全般 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 


•RAID コント□-ラ（オンボード、 
オプション） 

Universal RAID Utility 

• バックアップ管理 

DAT/AIT など* 

Windows 標準バックアップツール 
ARCserve for Windows NT* 
BackupExec*、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS) * 

ESMPRO/UPS Manager* 

PowerChute Business Edition* 

(ま） 

無停電電源装置により、使用ずるソ 
フトウェアが異なりまず。 

ネットワーク管理 

100 BASE-TX 接続ボードなど* 

WebSAM/Netvisor* 


* オプション製品 
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サーバ管理 

装置の八ードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 をインストールし 
てください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 は装置の稼動状ミ兄などを監視するとともに万一の障 
害発生時 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 と連携してただちに管理者へ通報します。 
ESMPRO / ServerAgent をインス I ルした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は下 
記の表のとおりです。 


機能可否表 


機能 名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能でず。 

シス了ム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能でず。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

I/O デバイス 

〇 

ン〇デバイス（フ□、ソピーディスクドライブ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする機能でず。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
ず。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能でず。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能です。 


電源 

X 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視ず 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0 S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （ LAN ) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照ずる機能です。 

□一カルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得ずる任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する機能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

LSI 社製ディスクアレイコント□-ラおよび Promise 社製 
ディスクアレイコント□ーラを監視ずる機能です。 




※上記ディスクアレイコント□ーラをサポートしていない 
本体装置の場合、ディスクアレイの情報はデータビューア 
には表示しません。 

その他 


X 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をずる機能で 
ず。 



X 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇：サポート A :—部サポート X :未サポート 



ESMPRO/ServerManager と ESMPRO / ServerAgent は、装置に標準添付されて 
います。各ソフトウエアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウエアの 
説明を参照してください。 


Windows 版との機能差分について 

Linux 版 ESMPRO / ServerAgent では、 Windows 版 ESMPRO / ServerAgent とは異なり、ディ 
スクアレイ監視機能は、障害通報機能のみサポートです。 

データビューアでのディスクアレイ情報の表示はできません。 

別途、ディスクアレイコント□ーラの RAID システム監視ユーティリティをご使用ください。 
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ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• ディスク管理 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながると言えます。オンボードまたは、オプションの RAID コント□ーラ 
( RAID コント□-ラ N 8103 -116/117) を使用することにより、八ードディスクドライ 
ブをグループ化して冗長性を高め、データの損失を防ぐことができます。 

使用できる RAID コント□ーラは、装置のモデルにより異なります。 

-オンボードの RAID ] ント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

(3.5 インチディスクモデルのみ） 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) によって 、 RAID 
システムを構築することができます。 RAID コント□ーラがサポートする RAID レべ 
ルは、 RAID 0 、RAID 1です。 

RAID システムの構築、設を、管理じは 、 「LSI Software RAID Configuration Utility 」 
や 、 「Universal RAID Utility 」 を使用します。 

詳細は、に八ードウェア編 RAID システムのコンフィグレーション」 （215 ページ）、 
「3ソフトウェア編 Universal RAID Utility 」（255 ぺージ）を参照してください。 

- オプションの RAID ] ント□-ラ （ N 8103 -11 6/1 17) 

オプションカードには本体装置の八ードディスクドライブを RAID システム化する 
RAID コント日ーラ （ N 8103 -116/117) があります。オプションの RAID コント □— 
ラを使用する場合、 N 8103 -116 RAID コント□-ラ、または N 8103 -1 17 RAID コン 
卜 □ ーラのどちらかをお買い求めください。 

- 本体装置の八ードディスクドライブを RAID システム化する RAID コント□ーラ 

N 8103 -116 RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/1)、 N 8103 -1 17 RAID 〕 ン 
卜□ーラ （128 MB，RAID 0/ 1/5/6) の2種類があります。本装置での使用時に 
サポート使用できる RAID レベルは 、 RAID 0、 RAID 1、 RAIDS、RAID 6 です 
(3.5 インチディスクモデルは RAID 0、 RAID 1のみ）。 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 Web 目 I 0 S 」 や 、 「Universal RAID 
Utility 」 を使用します。 

また、 N 8103 -116 で RAID 5、 RAID 6 を使用するには、オプションの 
「 N 8103 -1 19 RAID アップグレード羊、ソト」を使用します。 

詳細は、オプションの RAID コント□ーラに添付の説明書や、「3ソフトウェア 
編 Universal RAID Utility 」（255 ぺージ）を参照してください。 

RAID システムの設をは、セットアップツール「シームレスセットアップ」でも設をでき 
ます。より詳細な設定をする必要があるときは、それぞれのコンフィグレーションユー 
ティリティを使用してください。 

RAID システム管理ユーティリティは ESMPRO / ServerManager や ESMPRO/ServerAgent 
との連携じより、 RAID システムの状況をトータルじ監視し、障害の早期発見や予防措置を 
行い、八ードディスクドライブの障害に対して迅速に対処することができます。 



Universal RAID U 川け y 、 ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent は、 
装置に標準で添付しています。ソフトウてアのインストール方法や使用方ま 
は、各ソフトウてアの説明を参照してください。 
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パト□—ルリードと整合性チェックによる予防保守 

j \- ドディスクドライブの後発不良に対する予防保守としてパト□ールリードび 
有効です。パト□ールリードにより、後発不良を早期に発見できます。 

パト□—ルリード機能をサボートする RAID コント□—ラを使用する場合は、パト 
□—ルリードを使用してくださし、。パト□—ルリード機能をサボートしない RAID 
コント□-ラ（オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID )) 
では、パト□ールリードの代わりに整台性チェックを使用してください。 
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_ジョブり）おおの_表示が）_ツールの_ヘルプ牡 
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• バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

DAT 装置や LTO 装置と各種ソフトウエアを使ってを期的にバックアップをとってくださ 
し^。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの設をなど、ご使用になる環境に 
合わせて利用して<ださい。 

バックアップデバイスと接続するためにはオプションの SCSI コント□ーラボードが必要 
です。 


アプ u ケーシヨン名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

( コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

スケジュール運用が巧能で、集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

BackupExec(Symantec 社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップ、ソール。 

NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

Ne 旧 ackup(Symantec 社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 

BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模システム 
まで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster Recovery を標準 
サポート。 DB オンラインバックアップなどに対応可能。 




か-卿 help W か gup N 加 ackup. 
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re the Catalog Backup 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その闇 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を巧え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することもできます。 

本装置では、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Smart - UPS の2種類の無停電電源 
装置を提供しており、それぞれ ESMPRO/UPS manager、PowerChute Business EditionT ' 
管理-制御します。 


ネットワーク管理 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより、装置に内蔵され 
ている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこと 
ができます。 
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導入に友たつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、じ(下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「特長」での説明のとおり、本装置は運用管理•信頼性に関する多くの八ードウェア機能を持 
ち、用途に応じてさまざまなソフトウェアが添付されています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのような運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な 
八ードウエアおよびソフトウエアのインストール/設をを行ってください。 


稼動状況-障害の監視、および保守 

装置に標準添付の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用すること 
により、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行い、障害を事前に防ぐことや万一の 
場合に迅速に対応することができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 を利用して、万一の 
トラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して 
保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズ 
の障害監視-保守を行うことができます。 

r エクスプレス通報サービス」を利用することもご橫討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時のが態を確認しましょう 

本装置を導入する前に、化荷時の状態を確認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I ル状態について 

を文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

目 TO (工場組み込み出荷）にて Windows Server 2008 、 Windows Server 

200 3 x 64 Editions、Windows Server 2003または Linux のインストールを指 

も己.れた福合。 

未インストール 

BT 0 (工場組み込み出荷）による 0 S のインストールを希望されなかった場合。 


出)荷時のオペレーティングシステムのインストール状態により、必要なセットアップ作 
業が異なります。20ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に橫討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを狂 
わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮でき 
なくなります。 


• くその1 > 運用方針と障害巧策の検討 

八ードウエアが提供する機能や探用するオペレーティングシステムによって運用方針や 
セキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （3 ページ）」に示す本装置が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できる 
よう橫討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 


• くその2> 八ードウェアのセットアップ 

装置の電源を ON にできるまでのセットアップを磕実に行います。この後の「システムの 
セットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳しく 
は、19ページに示す手順に従ってください。 

八ードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 
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• くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設をといった八ードウエアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクドライブのパーティションの設定や RAID システムの設定、オペレー 
ティングシステムや管理用ソフトウエアのインス I -ールに進みます。 

く BT 日(工場組み込み出荷時の初期設定 ( Linux )〉 

目 TO (工場組み込み化荷）を指をして Linux サービスセットを購入されたお客様は、 
Linux サービスセットに添付される「初期設をおよび関連情報について」を参照し、 
Linux の初期導入設をを行って < ださい。 


く 再セットアップ (Linux ヴービスセットを購入された場合) ( Linux )〉 

添付の忙 XPRESSBULDER 」 DVD が提供する自動セットアップユーティリティ 
r シームレスセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 
RAID システムの構築や 0 S 、 各種アプリケーションのインス I -ールに必要な情報を 
選択-入力すると、後は簡易的な操作で BTO (工場組み込み化荷)時の状態に復元す 
ることができます。 


く 未インストールからのセットアップ-再セットアップ ( Linux )〉 

r シームレスセットアップ」を行うか、もしくは添付の 「 EXPRESS 目 ULDER」DVD 
に格納されているオンラインド车ュメント 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server イ 
ンストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4イン 
ストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行つ 
てください。 

本装置がサポートしている OS ( Unux ) は次のとおりです。 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server 作 M 64 T ) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 
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く初めてのセットアップの場合 ( Windows )〉 

初めてのセットアップでは、お客様がを文の際に指をされたインス!-ールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

• 「カスタムインス!-ール」を指をして購入された場合 

本装置の電源を ON じすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップ 
の途中で表示される画面のメ、ソセージに従って必要事項を入力していけばセッ 
トアップは完了します。 

• 「ホインストール」にて購入された場合 

く未インストールからのセツトアップ•再セツトアップの場合>に示す手順に 
従ってください。 


く未インス I ルからのセットアップ-再セットアップの場合 ( Windows )〉 

本装置でホインストールからのセットアップ-再セットアップをサポートしている 
0 S ( Windows ) は次の通りです。 


• Windows Server ® 2008 Standard 64 bit ( x 64) Edition 日本語版似降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server ® 2008 Standard 32 bit ( x 86) Edition 日本語版 （ JU 降、 
「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 64 bit ( x 64) Edition 日本 
語版似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server ® 2008 Standard without Hyper-V 32 bit ( x 86) Edition 日本 
語版似降 、 「Windows Server 2008」と呼ぶ） 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard x 64 Edition 日本語版似降、 
「Windows Server 200 3 x 64 Edition 」 と呼ぶ） 

• Windows Server ® 2003 R 2, Standard Edition 日本語版 （ JU 降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

• Windows Server ® 2003, Standard Edition 日本語版似降 、 「Windows 
Server 2003」と呼ぶ） 

未インス I -ールからのセットアップ-再セットアップは、インス I -ールする OS に 
よって異なります。 

• Windows Server 2008をインストールする場合 

NEC 8 番街 （ http :// nec 8 .com ) から 「 Express 5800 Windows Server 2008 
サポート车ット」を参照してください。 

ダウン□-ドページから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウ 
ン□ー ドし、「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってく 
ださい。 

• Windows Server 2003 x 64 Edition をインス I ―ルする場合 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD じ格納されているオンラインド车ュメント 
「Windows Server 2003 x 64 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」 
を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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• Windows Server 2003をインストールする場合 

本書の42ページを参照し「シームレスセットアップ」を行うか、添付の 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキュメント 
「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照 
し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 

• くその4> 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2008 、 Windows Server 2003 x 64 Edition 、 
Windows Server 2003に関しては、本書で説明しています。 

• くその日> 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出)荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインス I -ールしたソフトウェアをお使いになる環境じあった状態にセットアップ 
します。また、本装置と同じネットワーク上にある管理 PC にインス!-ールし、本装置を 
管理•監視できるソフトウェアもあります。併せてインストールしてください。なお、使 
用を開始する前に使用環境に合わせた設をが必要じなる場合があります。詳し<は「ソ 
フトウェア編」をご覧ください。 

• くその目> システム情報のノ（ックアップ 

保守ユーティリティ「オフライン保守ユーティリティ」を使って本装置のマザーボード 
上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによるパーツ 
交換後に W 前と同じ状態にセットアップするためじ大切な手順です。詳し<は80ページ 
をご覧ください。 
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各運用管理機能を利用ずるにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、標準添付の ESMPRO / ServerAgent 、 および 
ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェアが必要となります。この後で説明す 
るセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）じ従ってをソフトウェアの 
インストール、および必要な設をを行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、じ(下の点にごを意ください。 

• ヴーノ (管理機能を利用するにあたって 

- 装置のをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状ミ兄の監視や才 
ペレーティングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / 
ServerManager 、 および ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定:が必要にな 
ります。詳細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照して 
ください。 

• ストレージ管理機能を利用するにあたって 

- RAID システムを使用する場合 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) または、オプション 
の RAID コント日ーラ （ N 8103 -116/117) を使用する場合 、 Universal RAID Utility 
をインス I -ールします。 

- バックアップファイルシステムを使用する場合 

テープバックアップ装置を使用する場合は、クリーニングテープを使ってを期的に 
へ、ソ ドを清掃するようムがけてください。 へ、ソ ドのミちれはデータの読み書きエラー 
の原因となり、データを正しくバックアップ/リストアできなくなります。 

• 電源管理機能を利用するにあたって 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用するには、き用の制御用ソフトウェア ( ESMPR 0/ 
UPS Manager、PowerChuteBusiness Edition ) または、オペ レーテイング シス 
テム標準の UPS サービスのセットアップが必要です。 

- 無停電電源装置 ( UPS ) を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起 
動などを行うには BIOS の設定が必要となる場合があります。「システム目 I 0 S の 
セットアップ （204 ぺージ)」を参照して、 「 Server 」 メニューにある 「 AC - LINK 」 
の設ををご使用になる環境に合った設をに変更して<ださい。 




16 お客様登録 


お客様登録 

弊社では、製品ご購入のお客様に 「 NEC ビジネス PC / PC サーバお客様登録サービス」への 
登録をお勤めしております。 

次の Web サイトからご購入品の登録をしていただくと、お問い合わせサービスなどを無料で 
受けることができます。 


http://club.express.nec.co.Jp/ 


NEC ヒジネス PC/PC サーわおぎを夏篇- Microsoft Internet txplorer ち *1 阳 〇1乂1 
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セットアップを始める前に 

セ、ソトアップの順唐と参照するページを説明します。セ、ソトアップは八ードウエアから始めます。 


BTO (工場組み込み出荷)にて Windows のインス I -- ルを指定した場 S ホ、装 
置に Windows のプ□ダクトキーび記載されたのラベルび貼りつけ5れていま 
す。 


Product Key: 

AAAAA—BBBBB—CCCCC—DDDDD—EEEEE 

111111111111111111111111111111 

00000 - 000 - 000— 000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インス I ル時に if 、 要な情報でず。 
剥びしたりミちしたりしないよう取り扱いにごま意下さい。もし剔びれて紛失し 
たりミちれて見えなくなった場台でも、ラベルの再発行はでをませんので、あ5 
かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されることを 
お勧めします。 


EXPRESSBUILDER びサポートしているサービスパック 


装置に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD では、 W 下の OS インストールメディア、および 
サービスパックの組み合わせをサポートしています。 

• Windows Server 2003 R 2 x 目4 Editions 

- OS インストールメディア (Service Pack 2内包版） 

- 0 S インストールメディアに ervice Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 R 2 

- OS インストールメディア (Service Pack 2内包版） 

- 0 S インストールメディアに ervice Pack 無し）十 Service Pack 2 

- OS インストールメディア （Service Pack 無し） 

• Windows Server 2003 

- OS インストールメディア (Service Pack 1内包版） 

- 0 S インストールメディア （Service Pack 1内包版）十 Service Pack 2 
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EXPRESSBUILDER がヴポートしているオプションボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD でサポートしているオプションボードは、 W 下になりま 
す。もし、下記じ(外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマニュア 
ルと「応用セットアップ」 （81 ページ）を参照してセットアップしてください。 


• EXPRESSBUILDER にて 0 S のインス I -ールをサポートしているボード 

-N8 103-1 16 RAID コント日ーラ （128MB，RAID 0/1) 

-N81 03- 117 RAID コント日ーラ （ 1 28MB，RAID 0/1 /5/6) 

- オンボードの RAID 〕 ント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID™) 

• その他のオプション 

-N81 03-75 SCSI コント□-ラ 
-N81 03-95 SCSI コント日ーラ 
- N 8103 -107 SCSI コント日ーラ 



ご購入いただいた装置の構成により、搭載可能なオプションボードの種類が異 
なります。詳細は、ハードウエア編の「オプションデバイスと取り付けスロッ 
卜一覽」（155ぺージ）を参照してください。 
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次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. 別途購入したオプションを取り付ける（一137ページ)。 



Windows Server 2003をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、 OS の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。詳しくは44ぺージ 
を参照してください。 


2. 装置に最ち適した場所に設置する （^1 1目ぺージ)。 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を装置に接続する 
121ぺ-ジ)。 

4. 添付の電源コードを装置と電源コンセントに接続する（一124ページ)。 

日.八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

182ページを参照してください。 

W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。 


引き続き、オペレーティングシステムのセットアップへ進んでください。 
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オペレーテイングシステムのセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了後、じ(下のフ□一に従ってオペレーティングシステムの 
セットアップを進めてください。 

Windows Server 2008 / Windows Server 2003 x64 Editions / Windows Server 2003 U 
外の Windows のインストール方まじついては、お買い求めの販売店または保守サービス会社 
にお間い合わせください。 


I インストールずる 0S は？ 


ii 入後、初めてのセットアップでずか？ 


r P 萬入したときの A— ドディスクドライプの 

■ L ま义內客は？ （ 11ぺージ参照） 




[bto (工場組み込み出荷）で購入されましたか？1 


いいえ 

再インストールでず 


再セットアップしまずか？ 


いいえ シームレスセットアップを使ラ？ 


インストールずる OS は？ *"3 


カスタムインストール 
(Windows Server 2008/ 

Windows Server 2003 x64 Editions/ 
Windows Server 2003) 


カスタムインストールモデルのセツトアップ 


Windows Server 2003 


r マニュアルセットアップ*1 *2 


シームレスセットアップ 


188 ぺ-ジ I 


I シームレスセットアップを使う？ 


Linux の巧巧導入設定‘1 


Windows Server 2008 


Windows Server 2003 


21 ぺージ 


29 ぺージ 


39 ぺージ 


マニュアルセットアップ 

Windows Server 2003 
x64 Editions 


83 ぺージ 


マニュアルセットアップ 

Windows Server 2003 


I S3 ぺージ 


シームレスセッ S アップ 
Windows Server 己003 


I 42 ぺ - ジ I 


障害処理のためのセッ S アップ 

Windows Server 己008 

28 ぺージ 

Windows Server 2003 

X巨4 Editions 

38 ぺージ 

Windows Server 己003 

目已ぺージ 




システム情報のバック 
アップ 

1 80 ぺ-ジ 

f 


セットアップ完了 


*1BT0 (工場組み込み出荷を指定して Linux ヴービスセットを 
購入されたお客様は、 Linux サービスセットに添付される 
r 初期設定および関連情報について J を参照して<ださい。 

*吕 「EXPRESSBUILDER」DVD に格納されているオンラインドキュメントの Linux 巧 
「インストレーシヨンヴプリメントガイド J をを照してください。 

*3 Windows Server 吕〇08をインストールずる場台は、 NEC 目番街 (http://nec8.com ) 
か5 「Express 己800 Windows Server 吕〇〇扫サポートキット」を参照して < ださい。 
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Windows Server 200目のセットアップ 

八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2008やシステムのセット 
アップをします。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


rBTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインス I -ール」を指をして購入された本体のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、オペレーティ 
ングシステム、本装置が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購人された製品 

をエック ] で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合は、 NEC8 番撤 http://nec8.com ) から 
「Express 日800 Windows Server 2008サポートキ、ソト」を参照してください。 
ダウン□—ドぺージから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダ 
ウン□ー ドし、「インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行っ 
てください。 


セットアップをはじめる前に（購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

本体の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクドライブにインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー旧 TO (工場組み a み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティション構成について図解しています。 


r 


空きエリア 

Windows Server 2008 


J \— ドデイスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で本体を起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、本体の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザード]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認して 
ください。 

システムが起動します。 

(1)[ Windows のセットアップ]画面が表示されたら、[次へ]をクリックする。 



に ） Windows Server 2008セットアップ完了後、□グオンする前に trF の画面が 
表示されパスワードの変更が要求されたら、 [ OK ] をクリックする。 


旁） ュ-ヴ H 捕初にロクィシずる南に; a ヮ-ドを巧ましな附Iばなりません. 
I OK I キ サシたル 

H] 口 ^ . ，を . Wi ndows Server 2008 


(3) パスワードを変更し [®] をクリックする。 





顾 巧田囚 み " Windows Serveuoos 
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Windows Server 2008ではパスワードが下記の条件を満たさない場合、設をす 
ることができません。 

• 大文字-小文字-数字が混をすること 
また、パスワードは6で字に Lb を推奨します。 


(4) JU 下のメッセージが表示されたら、 [ OK ] をクリックする。 


/なワードされました • 

I OK 1 

み ‘. Windows Server2008 

Standard 


(5) □グイン後「初期構成タスク」画面が表示され、ユーザー情報を設をする。 



2. 「デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ （24 ページ)」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 


4. 「障害処理のためのセットアップ （67 ページ）」を参照して障害処理のためのセッ 
トアップをする。 

5. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) ( CPU アー羊 
テクチャに関わらず、 （ x 86) を使用します） 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 
設をしてください。 
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目. 8日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

]：>(上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップや「システムのアップデート」を再度実施する際は NEC 8 番街 （ http :// 
nec 8 .com ) から 「 Express 5800 Windows Server 2008サポート丰ット」を参照してください。 
ダウン□-ドぺージから 「 Windows 2008対応差分モジュール」をダウン日ードし、「インス 
トール補足説明書」を参照の上、インストールを行って<ださい。 


デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセツトアップについては、オプションに添付 
の説明書を参照してください。 



• 「システムのアップデート」を再度実施する際は 、 「Windows Server 
2008が応差分モジユール」が必要です。 NEC 8 番街 （ h け p :// nec 8 .com ) 
から「 Express 5800 Windows Server 2008サポートキット」を参照して 
ください。 

• 「カスタムインストールモデル」購入時は、「システムのアップデート」 

は実施済みです。 


LAN ドライバと PROSet のインス I ル 

LAN ドライバと PROSet は化荷時にインストールされています。 


^ ドライバおよび PROSet に関する操倘ま、必ず本体装置に接続された〕ンソー 

民エック I ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 OS 
のリモートデスクトップ機能によるリモートか6の設定変更操作はサポート 
しておりません。 


オプションネットワークボード 

オプションネットワークボードは N 8104 -109/1 15/122となります。 

オプションネットワークボードを接続する場合、 OS のプラグアンドプレイ機能が動作し、ド 
ライバが自動でインストールされます。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
ダプタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させるちのです。 
また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サーバか 
ら送受信パケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを向上させる 
ものです。この ALB 機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワープアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


irO 「 Windows 2008対応差分モジュール」にてシステムのアップデートを実施 
量3 した場合は、再起動を行った後に AFT / ALB のセツトアップを行ってください。 


くチームのセットアップ手順> 

1. コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し [ Intel ( R ) 〜]をダブルクリックする。 

3. [チーム化]のタグを選択し、[その他のアダプタとチーム化する]にチェックを入れ、 
時斤規チーム]をクリックする。 

4. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

日.チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

irO 1つのチームに含め5れるアダプタは2つまでです。アダプタを3つ m 上含めた 
チーム構成での運用は未サボートです。 

目.チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

7. [完了]をクリックする。 

8. [デバイスマネージャ ] より、上記の手順で設定したチームのアダプタを夕'ブルク 
リックしてプ□パティを開き、[設定]のタグを選択し、[チームの編集]をクリック 
する。 

9. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、(下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設定！ 

プライマリに設をするアダプタを選択し、「プライマリの設を」をクリックす 
る。 


- セカンダリ設を 

セカンダリに設をするアダプタを選択し、「セカンダリの設を」をクリックす 
る。 


プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてくださ 
い。 
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プライマリ/セカンダリ設をはじ(下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


10. [設定]のタグのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が表 
示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行した結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

11. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 


くチームの削除手順> 


1 . コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開しチームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タグを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チーム設蔚のポップアップが表示されるので[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないことを 
確認する。 

6. システムを再起動する。 


W 上で完了です。 



• アダプタフオルトトレランス （ AFT ) のチームとして指定するネット 
ワークアダプタは、同ースイッチング八ブ ( L 2) に接続されることを 
推奨します。異なるスイッチング八ブ ( L 2) でも使用できますび、異 
なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続する場合は、すべて同一 LAN (同 
ーネットワーク）上に存在する必要びあるため、カスケード接続にして 
<ださい。 

• アダプティブ□—ドバランシング （ ALB ) を使用ずる場合は、スイッチ 
ング八ブ ( L 2) にのみ接続できまず。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、^^、ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 


ネットワークドライバのセットアップ 

く串ち送速度の設定> 

転送速度については下記の手順に従って、ネットワークアダプタへ転送速度と Duplex モード 
の設ををしてください。また、 IP アドレスを設をする際、[インターネットプ□トコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレスの設ををしてく 
ださい。 

1 . コント□ールパネルより[システムとメンテナンス]配下の[デバイスマネージャを開 
く]をクリックし、[デバイスマネージャ]を起動する。 
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2. [ネットワークアダプタ]を展開し、 [ Intel ( R ) 82日目目 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] のアダプタをダブルクリックする。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]をスイッチング八ブの設 
定値と同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パテイのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 

U 上で完了です。 


WOL のセットアップ 

WOUWake On Lan) の設定:を行います。 

じ(下の手順を参照し、ネットワークアダプタの設をを行ってください。 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し 、 [Wake On LAN ] 内に下記の項目にチェックを入れる。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

— 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 
己.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


グラフ イツ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ イ、ソ クスアクセラレータドライバは、化荷時にインストールされています。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-7 日/9日/1 07) を使用する場台 

SCSI コント□-ラ （N 8103 -75/95/107) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0S のプ 
ラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要あ 
りません。 


Fibre Channel コント□-ラ( N 81 90- 127/131 ) を使用する場含 

Fibre Channel コント□-ラ (N8190-127/131) を使用する場合、または追力□接続する場合、 
0S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業 
は必要ありません。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセツトアップをしてください。 
詳細な手順については67ページをご覧ください。 


Hyper-V のヴポートについて 

Hype「-V のサポートに関する詳細情報は下記を参照してください。 

http :// suppo け. express . nec . co . jp / w 2 日日 S / hyperv.html 


再セツトアツ 


Windows Server 2008の再セットアップをする場合は、 NEC8 番街 （http://nec8.com ) から 
「Express 5800 Windows Server 2008サポート羊、ソト」を参照してください。 

ダウン□-ドぺージから 「Windows Server 2008対応差分モジュール」をダウン□-ドし、 
r インストール補足説明書」を参照の上、インストールを行ってください。 
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Windows Server 2003 x64 Editions 
のセットアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003 x 64 Editions やシステ 
ムのセットアップをします。再インストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み込み化荷)」で「カスタムインス!-ール」を指をして購入された装置のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設をから、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された装置で 
If 三巧] 初めて電源を ON にするときのセットアップの方ま(こついて説明しています。 

再セットアップをする場合は、 EXPRESS 目 ULDER (こ格納されているオンライ 
ンドキュメント 「Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照してく 
ださい。 


セットアップをはじめる前に （ 購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

装置の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八一 
ドディスクドライブにインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様によ 
るオーダー旧 TO (工場組み込み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティシヨン構成について図解しています。 



空きエリア 


Windows Server 2003 x64 Editions 


八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で装置を起動して、セットアップをします。 

Windows Server 2003 x 64 Editions の場合 

1. 周辺装置、装置の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると、 [ Windows セットアップウィザードの開始]画面が表示されます。 
W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリ、ソクし 
てセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認して 
ください。 

-[ソフトウエアの個人用設定]画面では、名前や会せをまたは組織名を入力します。 
-[ライセンスモー鬥画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータ名)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設を]画面では、日付と時刻を正し<設をして<ださい。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設をを選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
ます。 


システムが再起動します。 

2. 31ページの「デバイスドライバ（装置標準装備）のセットアップ」を参照して、 
ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インス I -ール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

- Universal RAID Utility 

— PowerChute Business Edition 体ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

— Microsoft .NET Framework Version 2.0再頒布巧能パ、ソケージ ( x 64) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1再頒布可能パ、ソケージ （ x 86) * ^ 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った 
状態に設ちまたは確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフ 
トウエア編」の「装置用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態 
に設定してください。 


* 1 CPU アーキテクチヤに関わらず、 ( X 86) を使用します。 
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日. 8日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

t 又上でカスタムインストールで購入された製品での初めてのセットアップは終了です。 

再セットアップをする際は「マニュアルセットアップ」を使用してください。 

「マニュアルセットアップ」は、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインド车ュメン 
卜 「Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 Edition インストレーションサプリメントガ 
イド」を参照してください。 

デバイスドライバ(装置標準装備)のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 

• PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティで 
す。 PROSet を使用することにより、 W 下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
—チームの設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、システムに耐障害性じ優 
れた環境を提供し、装置とスイッチ闇のスループットを向上させることができます。こ 
のような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 PROSet をインストールす 
る場合は、 W 下の手順に従って<ださい。 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. エクスプ□-ラを起動する。 

3. 「¥日日目 ¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ cH 3¥ proset ¥ winx 目4」ディレクトリ内の 
fdxsetup . exej アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

日.使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し 
て[次へ]をクリックする。 

目.デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

7. 再度、使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を 
選択して[次へ]をクリックする。 

8. [インス I -ール]をクリックする。 

9. [ InstallShield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、[完 
了]をクリックする。 
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10.「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

W 上で完了です。 


✓ ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 

ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクトップ機能によるリモートか6の設定変更操作はサポート 
しておりません。 

• アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) のセット 

アップ 


アダプタフォルトトレランス (AFT) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されてい 
るアダプタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタに処理を移行させる 
ものです。また、アダプティブ□ー ドバランシング (ALB) とは複数のアダプタでチーム 
を作り、サーバから送受信パケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、ス 
ループ、ソトを向上させるものです。 

この機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワークアダプタとオプションネットワーク 
ボー ドです。 


，■〇 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインス!ル後、必ず再起動した後に 
Ifai 行う必要びあります。 

く チームのセッ ト アップ 手順> 

1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入 
れ、持が見チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

己.チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノくイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノくイスのプ□パティを開 

く。 


r 設を」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックします。 
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8. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、下の操作を 
行ラ。 

ープライマリ設定！ 

プライマリに設をするアダプタを選択し、「プライマリの設を」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設を 

セカンダリに設をするアダプタを選択し、「セカンダリの設を」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設をを完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてく 
ださい。 



プライマリ/セカンダリ設をはじ(下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 


9. [設定]タブのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が 
表示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 


実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 


10. システムを再起動する。 

JU 上で完了です。 


<チームの 削除手順> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、チームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チームの設定]のポップアップが表示されるので、[はい]をクリックする。 

己.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないこ 
とを確認する。 

6. システムを再起動する。 

W 上で完了です。 



• アダプタフオルトトレランス （ AFT ) のチームとして指定ずるネット 
ワークアダプタは、同ースイッチング八ブ ( L 2) に接続されることを 
推奨しまず。異なるスイッチング八ブ ( L 2) でも使用できますび、異 
なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続する場合はすべて同一 LAN (同一 
ネットワーク）上に存在ずる必要びあるため、カスケード接続にしてく 
ださい。 

• アダプティブ□ー ドバランシング （ ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング八ブ （ L 2) にのみ接続できます。 

• マザーボードまたはオプションのネッ トワークカー ドを交換する場合 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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• ネットワークドライバ 

標準装備のネットワークドライバは、 BTO 化荷時、または EXPRESSBULDER から「シ 
ステムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設ををし 
てください。また、 IP アドレスを設をする際、[インターネットプ□トコル ( TCP / IP )] の 
チェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレスの設をしてくだ 
さい。 

[ PROSet びインス I ルされていない場合] 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connention ] を夕'ブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. 間細設茵タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設定値と 
同じ値に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

[ PROSet びインス I ルされている場合] 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Connection ] を夕'ブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

3. [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設定値と同じ値 
に設定する。 

4. ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの[日 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

また、必要に応じてプ日トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワーク 
接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 



サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。 
[ネットワークモニタ]は[ネットワークモニタ]をインストールしたコン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。 
ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、こ 
の後の「障害処理のためのセットアップ」 （67 ぺージ）を参照してください。 
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• オプションのネットワークのドライバ 

オプションのネットワークのドライバオプションのネットワークボード ( N 8104 -88/ 
109/1 15/122/126) を使用する場合について説明します。 

「 N 8104 -88/ 109/115/に2/に6」を使用する場合は 、 FEXPRESSBUILDERJ DVD に格納さ 
れているドライバをインストールしてください。 

「N 8104-88」の場合 

「¥ 日日目 ¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl3¥pro 1日日 ¥winx 目4」 

「N81日 4-1 日9/11日/122/126」のボード名ドライバ 
「¥006¥win¥winnt¥w2k3amd¥dl3¥pro 1000 ¥winx64」 



ご購入いただいた装置の構成により、搭載可能なオプションボードの種類が異 
なります。詳細は、ハードウエア編の「オプションデバイスと取り付けスロッ 
卜一覧」（155ぺージ）を参照してください。 


くオプションボード用ネットワークドライバのインストール> 

オプションのネットワークボード( N 81 04-88 /109/115/122/1 26) を使用する場合は、 
下記のインストール方法に従ってドライバのインス I -ールをしてください。 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ] 一 [Intel(R) PR 日/1日日〜]または [Intel(R) PRO/ 

1日日日〜]をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /100 〜]または [ Intel ( R ) PRO / 1000-]ダイア□グボックスが表示 
されます。 



いその化のデバイス] 一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザー鬥が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ」をクリックする。 

日.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 

「N8104-88」の場合、 

[¥ 日日目 ¥win¥winnt¥w2k3amd¥cl に ¥pro 1日日 ¥winx 目 4] 

「N81日 4- 109/1 15/122/126」の場合、 

[¥ 日日目 ¥win¥winnt¥w2k3amd¥cl に ¥prol 日日日 ¥winx64] と入力し、吹へ]をクリックする。 

ドライバの橫索が開始され、横索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 
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7. [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 



オプシヨンのネットワークのドライバも転送速度と Duplex モードの設をが必 
しづ0 

[ネットワークドライバ]の項を参考に転送速度と Duplex モードの設をを行っ 
てくださし、。 


• WOL のセットアップ 

WOL (Wake On Lan ) の設をを行います。 W 下の手順を参照し、ネットワークアダプタ 
の設をを行ってください。 

[ PROSet びインス I -ールされている場合] 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [ Wake 日 n Lan ] 内の下記の項目にチェックを入れ 
る。 

— Wake on Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

— 電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0 K ] をクリックする。 
日.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


[ PROSet びインス I ルされていない場合] 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し 、 [Intel ( R ) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 
ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、下記の項目にチェックを入れる。 

-電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよう 
にする 

- このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

4. [詳細設定]タブを選択する。 

己. [ PME をオンにする]の[値]を"オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの [ OK ] をクリックする。 

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 
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• グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBUILDER から「シス 
テムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインストールモデルの場合は、自動的にインストールされています。 

ドライバを個別に再インス I -ールしたいときは、次の手順に従ってください。 

1 . 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. スタートメニューから[プ□グラム]-[アクセサリ]の順でポイントし、[エク 
スプ□ーラ]をクリックする。 

3. 「¥日日目 ¥ win ¥ winnt ¥ w 2 k 3 amd ¥ vicleo 」 ディレクトリ内の [ setup . exe ] アイ 
コンをダブルクリックする。 

メッセージにしたがってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署を 
が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、 
インストールを続けてください。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 

• SCSI コント□—ラ( N 81 03-95) を使用する場合 

SCSI コント□-ラ （ N 8103-95) を使用する場合、または追力□接続する場合、 SCSI コント 
□-ラ （ N 8103-95) を接続後、 0 S のプラグアンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動 
でインストールされます。特に作業は必要ありません。 



ご購入いただいた装置の構成により、搭載可能なオプションボードの種類が異 
なります。詳細は、ハードウエア編の「オプションデバイスと取り付けスロッ 
卜一實」（155ぺージ）を参照してください。 


• SCSI コント□—ラ( N 81 03-75) を使用する場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103-75) を使用する場合、または追力□接続する場合、 0 S のプラグ 
アンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライ 
バのアップデートが必要です。 

SCSI コント日ーラ （ N 8103 -75) を接続後、 EXPRESSBUILDER から「システムのアップ 
デート」を実行してドライバをインストールしてください。 



ご購入いただいた装置の構成により、搭載可能なオプションボードの種類が異 
なります。詳細は、ハードウエア編の「オプションデバイスと取り付けスロッ 
卜一覧」（155ぺージ）を参照してください。 


• SCSI コント□ーラ( N 81 03-107) を使用する場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103-107) を使用する場合、または追力□接続すると、 0 S のプラグ 
アンドプレイ機能が動作しますが、ドライバが自動でインストールされません。 SCSI コ 
ント日ーラ ( N 8103 -107) を接続後、 EXPRESS 巨 ULDER から「システムのアップデート」 
を実行してドライバをインストールしてください。 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順についてはユーザーズガイド (67 ページ)をご覧ください。 


再セツトアツ 


Windows Server 2003 x 64 Editions の再セットアップをする場合は 、 EXPRESSBUILDER 
に格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 2003 R 2, Standard x 64 
Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」の「マニュアルセットアップ」を参照して 
ください。 
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Windows Server 2003 のセットアップ 


ハードウェアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセット 
アップをします。再インス I -ールの際にも参照してください。 


wO Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インストール 
Bta に使用ずる os インス! -- ルメディアについては、必ず 『Service Pack 1 
が内包されたメディア』をご使用ください。 

「カスタムインス I ルモデル」の場合は、既に Servcie Pack 1びインス 
I ルされているため、再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「 BTO (工場組み a み化荷)」で「カスタムインス!-ール」を指をして購入された装置のハード 
ディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようじパーティションの設をから、 0 S 、 本装置 
が提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 


^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された装置 
11エック I で初めて電源を ON にするときのセットア、ソプの方法について説明していま 
す。再セットアップをする場合や、その他の出荷が態のセットアップをする場 
合は、「シームレスセットアップ」を参照してください。 


セットアップをはじめる前に （ 購入時の状態について） 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

装置の八ードウエア構成（八ードディスクドライブのパーティションサイズも含む）や八一 
ドディスクドライブにインストールされているソフトウエアの構成は、購入前のお客様によ 
るオーダー旧 TO (工場組み a み化荷)）によって異なります。 

下図は、八ードディスクドライブのパーティシヨン構成について図解しています。 



空きエリア 


Windows Server 2003 


八ードディスクドライブ 
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セットアップの手順 

次の手順で装置を起動して、セットアップをします。 


Windows Server 2003の場台 

1. 周辺装置、装置の順に電源を日 N にし、そのまま Windows を起動する。 

しばらくすると 、 [Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約](使用許諾契約)画面では、使用許諾契約の内容を確認してく 
ださい。 

-[ソフトウェアの個人用設を]画面では、を前や会社をまたは組織をを入力しま 
す。 

-[ライセンスモード]画面では、使用するライセンスモードを選択します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設を]画面では、日付と時刻を正し<設をして<ださい。 

-[ネットワークの設定]画面では、ネットワークの設定を選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択し 
よす0 

システムが再起動します。 

2. 日9ページの手順 241 U 降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

3. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ド 
ライバをインス I -ールする。 

4. 目7ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 
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日.出荷時にインス I -ール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指をしたものがインストール 
されています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス* 

— Universal RAID Utility * 

— PowerChute Business Edition (本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

- 情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」 

- Microsoft .NET Framework Version 2.0再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

- Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1再頒布可能パ、ソケージ ( x 86) 

上記のソフトウェアで「*」巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状 
態に設ちまたは確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフト 
ウェア編」の「本体用バンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に 

言たたしてく/しピし" ' 〇 

»1"〇 カスタムインス!ルで出荷された場台、インス!ルされているサービス 
パックのパージョンと、装置に添付されているヴービスパックのバージョンび 
異なる場合びあります。本装置にインストールされているサービスパック ly 降 
のパ’ージョンが添付されている場 S ホ、本装置に添付の 「Windows Server 
2003 RURx 対応 (ServicePack x ) インス I -- ル手順書」を参照してサー 
ビスパックのインス トールを行ってください。 

サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認してくださ 
い。 

[8 番街] http :// nec 8. com / 


6. 8日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


W 上でカスタムインス I -ールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。 
再セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使用してください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセツトアップ」機能を使ってセツトアップをします。 


本機能は、本装置に接続された RAID コント□ーラを自動認識して RAID システムを構築しま 
すので、あらかじめ、「八ードウエアのセツトアップ」 （19 ページ）の設をを完了させておい 
てください。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step I 短 - "♦ 

にューぞ涅巧して、 r みへ」ポタンを巧してください。 

•RAID 巧誌や0巧インストールする巧合は、 r シームレスたットアッブぞ実'巧する」ぞ迭巧してください。 
•巧葉をが了する巧合は、な卻班 SSBU 正 DE 及をが了する J ぞ涅巧してください。 


巧シームレスたットアッブぞ実行する 


' Windows 巧 OEM-Dis 時巧ぶする 
〜 1W 巧ドライバディスクぞ巧巧する 

、 Linux Recovery； f ーティシヨンを巧巧する (Lirwx サービスたツト巧） 
] ンフィヴレーシヨン巧挪をたーブに!ー ドする 
な SBUILDE 妇こドライ,巧ロードする 


〜 RA ののコンフづ 
EXPRESSBUIL3 


广 EXP 地 SSBUILDER をが了する 


J 次へ 


wO シームレスセットアップでは、設定によっては A — ドディスクの内容を削除し 
まず。入力するパラメータにごを意ください。特に、 1 U 下の設定時にはま意び 
必要です。 

• step 4 「 RAID の設定」 

• steps 「メディアとパーテイシヨンの設定」 

必要に応じユーザーデータのバックアップを取ることを推奨します。 


^ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセット 
区エックI アップ(こついては、81ぺージの「応用セツトアップ」で説明しています。 



• シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータファイル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファ 
イルとしてフロッピーディスク（別途 1.44 MB フォーマット済み空きフ 
ロッピーディスクをお客様でご用意ください）に保存することができま 
す。 

• パラメータフ ァイルは EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 
使って事前に作成しておくことができます。 

ExpressPicnic を使ったパラメータファイルの作成方まについては、242 
ぺージを参照してください。 
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セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


Windows ファミリについて 

Windows Server 2003ファミリのうち、シームレスセットアップでインストール巧能なエ 
ディションは次のとおりです。 

サービスパックについては、 「 EXPRESS 巨 ULDER がサポートしているサービスパック」 （17 
ページ）を参照してください。 

— Microsoft ® Windows Server ® 2003 R 2 Standard Edition 日本語版 
— Microsoft ® Windows Server ® 2003 Standard Edition 日本語版 


降 「Windows Server 2003」と呼びます。 


その他の OS をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

Windows Server 2003 x 巨4 Editions では、シームレスセットアップを使 
用できません。再セットアップする場台は 、 「Windows Server 2003 R 2, 
Standard x 目4 Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「マニュアルセットアップ」を使用してください。 


巨 IOS の設定について 


Windows Server 2003をインストールする前に八ードウエアの目 I 0 S 設定などを確認してく 
ださい。182ページを参照して設定してください。 
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ま意すべさ八ードウエア構成について 

Windows Server 2003をシームレスセツトアップでインストールするとき、次のような八一 
ドウエア構成においては特殊な手順が必要となります。 


• ミラー化されているボリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス!-ールずる場合 
は、インス!-ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、イン 
ストール完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータ 
の管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

• MO 装置の接続について 

インストール時に MO 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファ 
イルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換さ 
れなかった場合は、 MO 装置を外してインス I -ールを最初からやり直してください。 

• DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインス!-ールに不要なメディアはセットしない 
でください。 

• 複数台の八ードディスクドライブ（論理ドライブ）の接続について 

Windows システムをインストールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の 
八ードディスクドライブを接続する場合は、 Windows をインストールした後に接続して 
ください。また、論理ドライブが複数存在するシステムへの再セットアップについては、 
「論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順」 （84 ページ）を参照してくだ 
さい。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストー 
ルについて 


ダイナミックディスクへアップグレードした場合、既存のパーティションを残したまま 
での再インストールはできません。この場合、忙 XPRESSBULDER 」 DVD に格納されて 
いる 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してセツ 
トアップしてください。 


システムノくーティションのサイズについて 

Windows システムをインストールするために必要なパーティションのサイズは、次の計 
算式から求めることができます。 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサ 
イズ十アプリケーションサイズ 
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インス I -- ルに必要なサイズニ3500 MB (WndDws Server 2003 R 2) 

二3500 MB 

(Windows Server 2003 with ServiceRack 1) 

二3500 MB 

(Wndows Server 200 3 R 2 with ServcePack 2) 

二5300 MB 

(WindowsServer 2003 R 2 + ServicePack 2 
CD - ROM ) 

二5300 MB 

(WindowsServer 2003 with ServicePack 1 + 
ServicePack 2 CD - ROM ) 


ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ十 12 M 巨 


アプ I 



シヨンサイズ ニ任意 


• 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。 

ブートボリュームには、ダンプファイルを格納するのに十分な大きさの 
初期サイズを持つページングファイルび必要です。 

また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正確なデ 
バッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分なペー 
ジングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのノ くーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB です。搭載メモリサイズ X 1.己倍のサイズび409己 MB を超え 
る場合は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズが 2 GBm 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンが必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが51 2 M 目の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 

3500 MB 十 （512 M 目 X 1.5) 十 512 M 目 十 12 MB 十 アプリケーションサイズ 
二 4792 MB +アプリケーションサイズ 

となります。 

システムをインス!-ールするパーティションサイズが「インス I -ールに必要なサイズ 十 
ページングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、 
ディスクを増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、 ) 欠のよう 
に複数のディスクに割り当てることで解まできます。 

1 . 「インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルヴ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルに必要なサイズ 十 ページングファイルサイズ」でインス!-ール後、新しいディ 
スクを増設してください。 
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サービスパックの適用について 

— Windows Server 2003, Standard Edition をご利用の場合、インストールに使用す 
る 0 S インストールメディアについては、必ず 『Service Pack 1が内包されたメ 
ディア』をご使用ください。再度 Service Pack 1を適用する必要はありません。 

— Service Pack 2が内包された OS インストールメディアを使用しインストールされ 
た場合は、再度 Service Pack 2 を適用する必要はありません。 

— Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は 、 Service Pack 1を適用す 
る必要はありません。 

— Windows Server 2003 R 2 をインストールする場合は、シームレスセットアップ 
中にサービスパックを適用しないでください。サービスパックはシームレスセット 
アップ完了後 Windows Server 2003 R 2 D に C 2のインストールを実施した上で 
「システムのアップデート」にて適用してください。 

- 本装置に添付されているサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、 
下記サイトより詳細情報を確かめた上で使用して<ださい。 

に番街】 http://nec8.com/ 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップの流れを図に示します。 


EXPRESSBUILDER 


step 您う] ■イ 


•條搬了する巧をは' じが趾細饥の田巧が了する J を取乱てな巧 U 


广 Window * 用 OEM-D 
广 Linaffl ドライバデ 


f スク対屯巧する 
テイシ g ンぞ巧巧する江 


广 EXPRES^UILDER をが了する 


一つ次へ 



VM * ion 5 XX-XXX XX 


パラメータの□-ド （Step2) 


次へ 


0S ① 選択 （ steps) 


巧へ 


RAID の設定 (Step4) 


巧へ 


Windows の詳細設定 （Step 日〜1 0) 


巧へ 

♦ 

パラメータの セー ブ （Stepl1) 


巧へ 


自動インストールの開始 （Stepl2) 


ニスキップずる:; 


お 



]： 自動的に作業び進む内容 


ホ Windows Server 2003 R2 は除<。 
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セットアップの手順 

シームレスセットアップでは、ウイザード形式によりをパラメータを設をしていきます。この 
とき、をパラメータを 一つの ファイル（パラメータファイル）としてフ□、ソ ピー ディスクへ保 
存することも巧能です。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保を用として 
医!^ 1.44MB フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となります。 

あ6かじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み} A ませる 
ことで、ウイザードによるパラメータ入力を省略することができます。 


事前こ r を意ずべき A — ドウエア構成について」 （44 ぺージ）を確認してくだ 
さい。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD をセットする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする （く Ctrl> + く Alt> + く Delete 〉 キーを押す） 

か、電源を日 FF / ON して本装置を再起動する。 

光ディスクドライブから EXPRESSBULDER が起動します。 

じ(下のメッセージが表示されたら、 「0 s installation ゎけ default ぉけ」を選択してく 
ださい（何ち丰一入力がない場合でわ、自動的に手順4の画面へ進みまず）。 



4. [シームレスセットアップを実行する]を選択し、[次へ]をクリックする。 


NEC 


Step I 您 - 


EXPRESS 目 UILDER 


y ニューを猫巧して、「みへ」ポタンを巧してください。 

- RA の巧萬や0巧インストールする巧合は、「シームレスたットアッブぞ実巧する J ぞ进巧してください。 
•巧案をが了する場合•は、 「 EXP 班 SSBUILDER をが了する J ぞ迭巧してください。 


がシームレスたットアッブぞ実巧する 


广 Wiiidows 用 OEM-DisJc を巧巧する 
广 Linux 巧 ドラィバディスクぞ巧巧する 

广 Linux Recovery； 、•ーティ' ン 3 ンぞ巧巧す る (Lirox サービスたツト巧） 
广 RAIIW コンフィヴレーンョン情報を tZ — ブロードする 
广 EXP 畑な BUILDE 田::ドライバを□ードする 





















導 A 漏 49 


己.パラメータを□ー ドす る。 

[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step 节当 - 曲满づ 今 |。3 のが 今 |gr. I 今 

,巧六ータぞロー ドする巧合は、 J 巧六一さの入ったのぞドライブへたットして、。巧 y —夕ぞ口'-ドする J ぞ涯巧し 
J 巧メータファイルのなを入力してください。 

J 巧:>^ータぞロードしなし姆合は、0巧方ータぞロードしなしりを进巧してくださし、。 
^;〇ロッビーディスクドラィブび巧続されてぃなし喘合は0巧:^ータぞロー ドしない J ぞ进巧してください。 


タバラ六ータぞロードしない 
广バラ y —夕ぞロードする： 


K る J ホへ ^スキップする 



[パラメータファイルを使用しない場合] 

r パラメータを□ードしない」を選択して、[次へ]をクリックする。 


フ□、ソピーディスクドライブが装置に接続されていない場合、こち 6 を選択し 
I チェック 1 てください。 

[パラメータファイルを使用する場合] 

r パラメータを□ードする」を選択し、パラメータファイルのパスをボックスへ入力 
する。この後、をウィザードにてファイルから□ードされたパラメータを確認する 
場合は[次へ]を、磕認しないでそのままインストールする場合は[ス羊、ソプする]をク 
リ 、ソク する。 


パラメータファイルのパスおよびファイルを(こ日本語は使用しないでくださ 

II エック] い。 


[次へ]をクリックー手順6へ 

[ス羊、ソプする]をクリックー手順15へ 
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6. インス I -ールする日 S を選択する。 

[ Wiridows (32 bit エディション)をインストールする]を選択して、[次へ]をクリ、ソク 
してください。 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step ■ 芭 -.，‘ IP 這 f.,; 



「上記かの0巧インストールする J ぞ进巧すると、 RAID 巧萬のみ実おしてが了します。 


な Wiiukws(32bit エディション)巧インスト ーJ レする 
广 Linux ぞインストールする (Li™x サービスたット巧） 

广上記 W かの OS ぞインストールする 


•る、,I 一 J 巧へ .パ 0P へ 

Version 5.凹-の [X.XX 

7. RAID の設定をする。 

[RAID の設を]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要なら修正を行ってから 
[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRE だ BUILDER 


な epj 气 "I P す"旷。誓,. 12^’|]卡|難吟|ぉ督" 


RAID コントローラをほ巧していなし巧さ、およぴ、すで!こ化巧されてし、る論理ドライブをほ巧する巧合は、スキッブを进巧し、ホへ谨んでくださ 
い。 

むお、説巧ドライブのけ巧には、同型まの物巧デ J y イスしかほ用できま廿ん。 


广 讀巧 ドライブの巧巧をスキツブする 

- P みの issiaa 狂がフ-挪巧すが规ドライブび巧巧の巧さ、ディスク内のデー幻ますベて;'結されます） 

RAID コントローラ 

: MegaRAID SAS PCI Express(TM) ROMB 

括続されて1 &を物理デ, i イスのを数 

: 4 

論里ドライブを巧ぶする挪まデ J イスのお数 

:闷 

RAID レペル 

: 

ホットスペアにお定される物 巧 デ J イスのを拽 

:口 

ほ用しなし 、伽ち デ J イスのを数 

: 0 

1る、、^^ホへ 

、 ) T 0 P へ 、 J デフ♦ルトへ R す 



• 論理ドライブの作成には同型番の物理デイスクしか使用できません。 

• 正常に終了しない場合は、 EXPRESSBUILDER 内にドライバが収録され 
ていない可能性が有ります。「セットアップを始める前に」 （17 ぺ ージ） 

をご参照願います。 
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8. メディアとノ くーティションの設定をする。 

[メディアとパーティションの設定]画面が表示されます。 

設を内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step I 皆 V" IF す " ri".FY" 1 1 鄉 •♦I な宅卡 

r 巧巧の j 、•ーテイシヨンをほ巧する」ぞ进巧した巧合、ディスクの:巧目（を頭)の J すーテイシヨンへ 0S をインストールします0 


「インストールザ.ィアの指定— 
、Vin(io 成7ァミリエディ'ン 

キーボードレイアウト 
タイム V—- ン 


I Windows Server 2003 Standar む伽 n ▼j| 曰1基， I 



r デフォルト旧本詰 , j 



] 


「WindoxT システムドライブの設定- 


巧 


巧巧の/トティシ3ンぞほ用する铺 U トティシ3ンのみクリアされます〉 
新規に巧巧する（ディスクの内容は、すぺてか J アされます）- 


广ディスクのを;目が対ま用する 
f サイズを指定する 


「2097144ひ。） 

( 7.061 MB - 2.097 .144MB) •1GB=1.024MB 


•る〇 こ> へ 


00 


〇デフ =( 


Hi 


• Windows Server 2003 R 2 をご使用の場台は、シームレスセット 
アップでヴービスノ くックを適用しないでください。 

サービスパックを適用する場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用してか5「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 

• パーティションサイズについて 

— OS をインストールするパーティションは、必要最小限 m 上のサイ 
ズで指定してください （44 ページ参照)。 

- 接続されている八ードディスク ly 上の容量は指定しないでくださ 
い。 

- RA の構成で2,097，1 44 MB 似上の論理ドライブは作成できませ 
ん。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「新規に作成する」を還択し 
たとき、ディスクの内容はずべてクリアされますのでごま意ください。 

• 「 Windows システムドライブの設定」で「既存のパーティションを使 
用する」を選択ずると、最初のパーティションの情報は フォー マットさ 
れ、ずべてなくなりまず。それ m がのパーティションの情報は保持され 
まず。下図は、情報び削除されるパーティションを示しています。 


第 1 パーテイシヨン 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティシヨンを残したまま再インストールすることはできませ 
ん （44 ぺージ参照)。 「 Windows システムドライブの設定」で「既存 
のノ くーティシヨンを使用する」を還択しないでください。 
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9. 基本情報の設定をする。 

[基本情報の設を]画面が表示されるので、ユーザ情報を入力して[次へ]をクリ、ソクし 
てください。 


NEC 


EXPRE だ BUILDER 


•A トップ 円バラメータ 11 0S の»巧 HRAICKD 1メディアと ffl 基本情雜 

step 11 メこ"I… II の。 で …II 人"… ぶ與 … II 。 化」 卡 

ユーザー巧都などのを本設定を入力してください。 

コンビュータ巧ま、15文： n：rF で設ミしてくだみ、(化のコンビューさもド y イン/ワークヴルーゴおとのま視ます巧)。 

ほ用をる/をなるは、如文字 W 下(を巧でIま25文す)で設定してください。 



■クライアントライたンス-；— 

同啼ま吊ュ-ザ数モ-ド: 

广巧続デバイス教または巧続ユーザ数モ—ド 


巧*' 


な。 


0 デフ， 



• パラメータフアイルを使用してセットアップを行った場合や、 Step 7 i ^ ソ 
降の画面から Step 6 に画面を戻した場合、 「 Administrator パスワード」お 
よび 「 Administrator パスワードの確認」に値を設をしていない場合でも 
「♦参参♦•参」が表示されます。 

• 日本語入力する場合は、 < Alt >+< 半角/全角>キーを押してください。 


10. ネットワークプロトコルの設定をする。 

[ネットワークプ□トコルの設定]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要な 
ら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


EXPRE だ BUILDER 

step 'I I が钟卡卡 I ! 謂. ♦ 瞬 あ I 今 I ジ汽 今 |1 驗 


IP アドレスを;錠する巧合は、「カスタム試定」ぞ进巧し、 r 詳を田設定 J ボタンを亂てください。 
ネットワークの設定を'巧わない場合は、「お準設定 J ぞ进祈し、「みへ J ポタンを巧してくだみ、 

^僻設定 

r 广方スタム設ミ- 


' 7J 乂ジ AS 


1 

叶 a「. .1 . .1 

yi。- つぶ-丰V卜がトニ 11-：? 

:。-インク--?ソトブロトコ叫 



'う*へ 


ご ) TO 


j デフオルトへ R す 


Ve2sion5.XX-XXX.XX 




カスタム設をでの登録順は、 LAN ポートの番号と一致しない場合があります。 
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11.参加ドメイン-ワークグループを設定する。 

[参力□ドメイン-ワークグループの指を]画面が表示されます。 

設を内容を確認し、必要なら修正を行ってから[次へ]をクリックしてください。 


whL EXPRE だ BUILDER 

•A III 车クトワ-ク r 醒参扣 ドバン I fi コンポー （I アプリケー ■バラ メータ ■自勘 イン 

な ep . IJ 班 7 し I おか ♦ I 詞 t)"» | 。打 I 為 g 

段或讚臨帶盎带与绩冯? i 鑑雜益だ说へ J ポタンを巧してくださぃ。 



•る争 'j パへ ’'、つ TOP へ づデフ*ルトへ戻す 

Version 5.XX-XXX.XX 

12. コンポーネントの設定をする。 

[コンポーネントの 設定]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRE だ BUILDER 


•, in わトワ-》 71参化"イ> I [■コンポー 1 ■アプリ ケー ■バラ メータ （ I 白》イン 

step i J 盛]の,‘. J 説巧"， Jg で。} *1 鮮〇 "■►1 の俗 



**C 次へ 


:一つ TOP へ づデフォルトへ•す 


Version S.10-OOS.01 
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13. アプリケーションの設定をする。 

[アプリケーションの設定]画面が表示されます。設を内容を確認し、必要なアプリ 
ケーシヨンを選択して[次へ]をクリックしてください。 


EXPRE な BUILDER 


in いトワ-ク n 参化パイン ni コンポ— アプリケ — I ■バラ メ—夕 ■自 »イン 

step 路7’ 1端蚊"||おを," I 露う ♦卜 t 1"» I るが 

インストールするアプリケーンヨンを进巧してください。 

- ESMPRO だ eiv«A 巧 nt のインストールには、苗るネットワークを巧ブロトコル (SNMP) の設ミがぶ罢です。 

• エクスブレス巧おサ—ビスは、 ESMP 防だ erverA が n 巧インスト-ルする巧合のみ巧巧できます。 

•EXPRESSBUILDE 田こをまれていな L 斤■ィスクドライ J Vをほ巧する巧さは、「ス容さ記巧装至用 OEM-DkJc の涵巧」ぞ进折してな::み、 

■r 風 ID アブリケーンヨンのインストール J に功、ては、 r ユーヴーズガイド J をき昭してください。 


風阿能なアブリケーン弓ン 

磨加すブリケージョンのインストニーぶ . 一 . 

劇い* 1 

«肖り除 1 

进 巧されたアブリヶーン3ン 

ESMPRO/Server Agent 
エ クスブレス 巧巧ヴー ビス 

NEC からのお舶せ 

Universal RAID Utility 

Microsoft .NET Framework Version 2.0 再 頒ホ巧有もすッ ケー 
Microsoft Visual C++ 2005 SP1 樹疏 巧傲い ケース x86) 

興る 1 ^ i j 次へ 

つ TOP へ 

■ づ デフオルトへ 戻す 



• 「追加アプリケーションのインストール」について 

「追加アプリケーションのインストール」とは、シームレスセットアップ 
の最後にあ6かじめ指定された任意のアプリケーションを自動でインス 
トールする機能です。 

詳細については、「 h1:tp://www.nec.co.jp/expicnic 」の [FAQ ] -シリー 
ズを選択-対応するバージョンの [重要] を選択-「追加アプリケーショ 
ンのインストールについて]を参照してください。 

• 「情報提供ツール 「NEC からのお知らせ」」について 

ーインストールメディアの設定において、 JU 下のエディションを選 
択した場合にのみ、表示されます。 

- Windows Server 2003, Standard Edition (日本語） 

- Windows Server 2003 R2, Standard Edition (日本語） 

これ U かのファミリやエディションでは、インストールされませ 
ん。 

一情報提供ツール 「 NEC か6のお®6せ」をインストールしない場 
合、[選択されたアプリケーション]の 「NEC か6のお®6せ」を選 
択し [<< 削除]をクリ、ソクし、[追加可能なアプリケーション](こ移動 
していることを確認してください。シームレスセットアップ後、 
情報提供ツール 「NEC か6のお知6せ」をインストールする場合 
は「システムのアップデート」でインストールしてください。 

一情報提供ツール 「 NEC か6のお知6せ」（こついての詳細は、本書 
「情報提供ツール 「NEC か6のお®6せ」に日7ページ)」をご覧く 
ださい。 

• それぞれのアプリケーションの機能/用途については「特長 （3 ぺ一 
ジ）」を参照してください。 
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14 . パラメータをセーブす る。 

[パラメータのセーブ]画面が表示されます。 



[パラメータファイルを保存しない場合] 

r パラメータをセーブしない」を選択して、[次へ]をクリックずる。 

フ□、ソピーディスクドライブが装置に接続されていない場合、こち6を選択し 
I チェック 1 てください。 

[パラメータファイルを保存する場合] 

r パラメータをセーブする」を選択し、 フォー マット済み フ□、ソピー ディスクをセッ 
卜した後、パラメータファイルのパスをボックスへ入力し、[次へ]をクリ 、ソク する。 


^ パラメータファイルのパスおよびファイルを(こ日本語は使用しないでくださ 

をエック] い。 



ここで作成したパラメータファイルは、再インストールのときに使用すること 
ができます。また、パラメータファイルは 「 ExpressPicnic ®」 からも作成する 
ことができます。 


1己.自動インス I -ールの開始画面で[実行する]をクリックする。 


NEC 

EXPRE な BUILDER 

H わトワ-ク ：で 参加 パ ィ> 1コンポー 11アブリケー 

step 1 越が 。,, || ち 解 … J 媛か ，, . 1 躁取 

—パラメータ (1 白 > イン 

… ■ 1 るが 

シ—ムレスセツトアツブ 1 こぶ里なをての巧锦ぞ取集しました。 

「実けする J ボさンぞ巧すと、シームレスたツトアツブぞ刷をします。 
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16. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、メッセージが表 
示されますので、大容量記憶装置じ添付されている CD - ROM またはフ□、ソピーディ 
スクをセツトし、 W 降は画面のメッセージに従って操作してください。 



〇 CD の VD ドライブ、またはつロッビーディスクドライブ〜 
「ホ容量記情篇虽吊 OEM - D 加き iZ ットしてください。 


OK しおンかレ I 


17. 追加するアプリケーションをインス I -ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されますので、追力□するアプリケーションの DVD / CD - 
ROM またはフ□、ソピーディスクをセツトし、]: i 峰は画面のメッセージに従って操作 
してください。 



18. メッセージに従って 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取 
り出す。 


フ□、ソピーディスクがドライブにセツトされている場合は、 DVD と一緖じ取り化し 
ておいてください。 
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19. Windows Server 2003 CD-R 日 M を光ディスクドライブにセツトする。 

[ソフトウてア使用許諾契約]確認画面が表示されます。 


スクロールしてほ用 i 牛连契が]をを巧までお扇みくださし、。 

Windows のたットアッブぞ続巧する巧合には 
「はしりを进んで契約こ同ましてくださし、。 

いしみ]ぞ涯ぶとわットアッブぞ中止します。 


Microsoft Windows Server 2003バッケージ I こ同巧されている 
「7イクロ VフトVフトウXア巧巧許 i 老契約ま J ぞお読みください。 


2日.「ソフトウェア使用許諾契約書」の内容をご確認のうえ、同意する場合は、[はし、] 
をクリックする。 

同意しない場合は、[いいえ]をクリックしてください。 

21. [メディアとパーティシ ヨンの設定]画面で [Service Pack を適用する]のチェッ 
クボックスにチェックを入れた場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージに従って Windows Server 2003 CD - ROM を光ディスクドライブか 
ら取り化す。 

(2) メ、ソセージじ従って Windows Server 2003 Service Pack 2の CD - ROM を光 
ディスクドライブにセツトする。 


バックアップ CD - ROM じ(外の OS CD - ROM を使用している場合は、じ(下のメッ 
セージが表示される場合があります。 

[ OK ] をクリックし、プロダクトキーを入力してください。 


セットアップスクリプトファイルには有効なプロダクト 
ID が含まれていません。システム管埋者に有効な 
プロダク HD を問い合わせてください。 


参 Service Pack 1 (Service Pack 2) び内包された OS インストールメ 
ディアを使用してインス I -- ルをされた場合は、再度 Service Pack 
1 (Service Pack 2) を適用する必要はありません。 

参 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、シームレスセット 

アップでヴービスノ くックを適用しないでください。 

ヴービスパックを適用ずる場合は、シームレスセットアップ完了後、 
Windows Server 2003 R 2 DISC 2を適用してか5「システムの 
アップデート」にてサービスパックを適用してください。 


Pm 
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Windows Server 2003と指定!したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、 
システムに□グオンします。 


wO インストール中に ly 下のダイア□グボックスび表示される場合びありますび、 
[セットアップ完了]画面び表示されるまでは操作する必要はありません。 



22. [セットアップ完了]画面で [ OK ] をクリックする。 

23. Windows Server 2003 R 2 をインストールの場合は、インストール完了後、 
[ Windows セットアッス画面が表示されます。 



Windows Server 2003 R2, Standard Edition D に C 2 を光ディスクドライブに 
セットし、 [OK] をクリックする。 

W 降はメッセージに従って作業を進めてください。 

インストール終了後、 Windows Server 2003 R2, Standard Edition D に C 2 を光 
ディスクドライブから取り化し、再起動してください。 



サービスパックをインストールする場合は必ず Windows Server 2003 R 2 
D に C 2 を適用した後で「システムのアップデート」にて適用してください。 
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24. PR 日 Set をインス!ルする。 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネ、ソトワーク機能確認ユーティリ 
ティです。 

PROSet を使用することにより、 JU 下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 

- チームの設を 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、装置に耐障害性に優 
れた環境を提供し、装置とスイ、ソチ間のスループットを向上させることができます。 
このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 

PROSet をインストールする場合は、次の手順に従ってください。 

(1) 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてくだ 
さい。 

(2) エクスプ□ーラを起動する。 

(3) r¥006¥win¥winnt¥dotnet¥dl3¥p「ose 样 Win32」ディレクトリ内の 
「dxsetup.exe」 アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザー鬥が起動します。 

(4) [次へ]をクリックする。 

(5) 使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意します]を選 
択して[次へ]をクリックする。 

(6) デフォルトのまま[次へ]をクリックする。 

(7) 再度、使用許諾契約を読み、同意するならば[使用許諾契約の条項に同意しま 
す]を選択して[次へ]をクリックする。 

(8) [インス!-ール]をクリックする。 

(9) [ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]というメッセージが表示されたら、 
[完了]をクリックする。 

(10) 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD を光ディスクドライブから取り出)し、システムを 
再起動する。 

W 上で完了です。 


^ ドライバおよび PROSet じ関する操倘ま、必ず本装置(こ接続されたコンソール 

民エック I か6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S の 
リモートデスクトップ機能(こよるリモートか6の設定変更操作はサポートし 
ておりません。 
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2 己.ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、 BT 0 化荷時、または EXPRESSBUILDER から 
「システムのアップデート」を実行するとインストールされます。 

インストール後は、次の手順に従って、ドライバへ転送速度と Duplex モードの設を 
をしてください。また、 IP アドレスを設をする際、[インターネ、ソトプ □ トコル ( TCP / 
IP )] のチェックボックスが外れている場合、チェックをがけてから IP アドレスの設を 
してください。 

[PROSet びインスIルされていない場合] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Comection ] をダブルクリ、ソクする。 

ネ、ソトワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を八ブの設を值 
と同じ値に設をする。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリック 
する。 

W 上で完了です。 

[PROSet びインスI-ールされている場合] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネ、ソトワークアダプタを展開し、 [ Intel ( R ) 82566 DM -2 Gigabit Network 
Comection ] をダブルクリ、ソクする。 

ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスが表示されます。 

(3) [リンク速度]タブをクリックし、[速度とデュプレックス]を八ブの設を値と同 
じ値に設定する。 

(4) ネットワークアダプタのプ□パティのダイア□グボックスの [0 K ] をクリック 
する。 


W 上で完了です。 

また、必要に応じてプ〇トコルやサービスの追力日/削除をしてください。[ネットワー 
ク接続]から□一カルエリア接続のプ□パティダイア □ グボ、ソクスを表示させて行 
います。 


サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 
[ネット ワークモニタ]は、 [ネット ワークモニタ]をインストールしたコン 
ピュータが送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。 
ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、こ 
の後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 


26. 61〜6己ページを参照して、オプションのデバイスでドライバをインス!-ールし 
ていないものがある 場 含は、それぞれを確実にインスI-ールする。 

27. 目7ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

28. 8日ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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オプシヨンのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104 -88/109/115/122/126) を使用する場合について 
説明します。 


「 N 8104 -88/ 109/115/122/126」を使用する場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納さ 
れているドライバをインストールしてください。 

「 N 8104-88」の場合 

r ¥006¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ cll 3¥ pro 100 ¥ win 32」 


rN 8104- 109/1 15/1 22/126 J のボード名ドライバ 
r ¥006¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 3¥ pro 1000 ¥ win 32」 



ご購入いただいた装置の構成により、搭載可能なオプションボードの種類が異 
なります。詳細は、ハードウエア編の「オプションデバイスと取り付けスロッ 
卜一覧」（155ぺージ）を参照してください。 


くオプションボード用ネットワークドライバのインストール> 

オプションのネットワークボード( N 81 04-88 /109/115/122/1 26) を使用する場合は、下 
記のインストール方まに従ってドライバのインストールをしてください。 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ] 一 [ Intel ( R ) PR 日/1日日〜]または [ Intel ( R ) PRO / 

1日日日〜]をダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO /100 〜]または [ Intel ( R ) PRO / 1000-]ダイア□グボックスが表示 
されます。 



いその化のデバイス] 一 [? イーサネットコントローラ]がある場合は [? イーサ 
ネットコントローラ]をダブルクリックしてくださし、。 


3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウエアの更新ウィザー鬥が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

己.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


6. [次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、 


「 N 8104-88」の場を、 

r ¥006¥ win ¥ winnt ¥ dotnet ¥ dl 3¥ pro 1 00¥ win 3 S 」 

「 N 81日 4-1 日9/11日/122/126」のボード名ドライバの場を、 

「¥ 日日目 ¥ win ¥ winnt ¥ clotnet ¥ cH 3¥ pro 1 000¥ win 32 J 
と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの横索が開始され、橫索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウエアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 
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7. [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 



オプシヨンのネットワークのドライバも転送速度と Duplex モードの設置が必 
要です。に5.ネットワークドライバのセットアップをする。」の項を参考に転 
送速度と Duplex モードの設をを行ってください。 


WOL のセツトアップ 


WOL (Wake On Lan ) の設定:を行います。 

W 下の手順を参照し、ネ、ソトワークアダプタの設をを行ってください。 

[PROSet びインスIルされている場合] 

1. [デバイスマネージャ]を起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake 日 n LAN] 内の下記の項目にチェックを入れ 
る。 

— Wake On Directed Packet 

— Wake On Magic Packet 

—電源オフ状態からの Wake On Magic Packet 



Wake On Directed Packet , Wake On Magic Packet はデフオルトでチェックが 
入っています。 


4. ネットワークアダプタのプ□パティの [0K] をクリックする。 
己.すべてのウインドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 


[PROSet びインスIルされていない場合] 

1. デバイスマネージャを起動する。 

2. ネットワークアダプタを展開し、 [Intel(R) 〜]のアダプタをダブルクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティが表示されます。 

3. [電力の管理]タブを選択し、 [Wake 日 n LAN] 内の下記の項目にチェックを入れ 
る。 

-電力の節電のため、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるよう 
にする 

- このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする 

4. [詳細設定]タブを選択する。 

5. [PME をオンにする]の[値]を"オン"にする。 

6. ネットワークアダプタのプ□パティの [OK] をクリックする。 

7. すべてのウィンドウを閉じて、システムの再起動を行ラ。 
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アダプタフオルトトレランス ( AFT )/ アダプティブ□-ドバラン 
シング ( ALB ) のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでチームを作り、使用されているア 
ダプタに障害が発生した場合自動的にチーム内の他のアダプタじ処理を移行させるちのです。 
また、アダプティブ□ー ドバランシング ( ALB ) とは複数のアダプタでチームを作り、サーバ 
から送受信パケットをチームすベてのアダプタから行うことにより、スループットを向上させ 
るちのです。 

この機能は AFT 機能を含んでいます。 

本機能のサポート対象は、標準装備のネットワークアダプタとオプションネットワークボード 
です。 


ii"0 AFT / ALB のセットアップは、ドライバインス!ル後、必ず再起動した後に 
行う必要びあります。 


くチームのセットアップ手順> 

1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する (T)」 にチェックを入 
れ、時斤規チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

日.チームタイプの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アダプティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノくイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノくイスのプ□パティを開 

く。 

「設を」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックします。 

8. チーム内のアダプタに巧しプライマリ/セカンダリ設定を行ラ場合、下の操作を 
行ラ。 

— プライマリ設定！ 

プライマリじ設定するアダプタを選択し、「プライマリの設定」をクリックす 
る。 

- セカンダリ設定 

セカンダリに設をするアダプタを選択し、「セカンダリの設を」をクリックす 
る。 

プライマリ/セカンダリ設定を完了した後、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてく 
ださい。 



プライマリ/セカンダリ設をはに(下の手順で確認できます。 

1) チームのアダプタのプロパティ内にある[設を]タブを表示する。 

2) [チーム内のアダプタ]の各アダプタに表示されているプライマリ/セカンダ 
リを確認する。 
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9. 駿赶タブのまま[スイッチのテスト]をクリック後、スイッチのテスト画面が 
表示されたら、[テストの実行]をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

1日.システムを再起動する。 

U 上で完了です。 


くチームの削除手順> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ネットワークアダプタ]を展開し、チームのアダプタをダブルクリックする。 

3. [設定]タブを選択して[チームの削除]をクリックする。 

4. [チームの設定]のポップアップが表示されるので、[はい]をクリックする。 

日.デバイスマネージャのネットワークアダプタ配下に[チーム:チーム名]がないこ 
とを確認する。 

6. システムを再起動する。 

じ(上で完了でず。 



• アダプタフオルトトレランス （ AFT ) のチームとして指定するネット 
ワークアダプタは、同ースイッチング八ブ ( L 2) に接続されることを 
推奨します。異なるスイッチング八ブ ( L 2) でも使用できまずび、臭 
なるスイッチング八ブ ( L 2) に接続ずる場合はすべて同一 LAN (同一 
ネットワーク）上に存在する必要びあるため、カスケード接続にしてく 
ださい。 

• アダプティブ□—ドバランシング （ ALB ) を使用する場合は、スイッチ 
ング八ブ ( L 2) にのみ接続できます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、^^、ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備の グラフィ 、ソクスアクセラレータドライバは、 EXPRESSBULDER から「システムの 
アップデート」を実行するとインストールされます。 

カスタムインス I -ールモデル、もしくはシームレスセットアップを実施した場合は自動的にイ 
ンストールされています。 

ドライバを個別に再インストールしたいときは、次の手順に従ってください。 

1 . 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD を光ディスクドライブにセットする。 

オートランで起動するメニューが表示されたら、メニュー画面を閉じてください。 

2. [エクスプ□ーラ]を起動する。 

3. r¥006¥win¥winnt¥dotnet¥videoj ディレクトリ内の [setup.exe] アイコンを 
ダブルクリックする。 

メッセージじしたがってインストール作業を進めてください。途中、「デジタル署を 
が見つかりません。」というメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックし、 
インストールを続けてください。 

4. 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD を光ディスクドライブから取り出し、システムを再 
起動する。 


SCSI コント□-ラ( N 81 03-75/95) を使用する場合 

SCSI コント□-ラ （ N 8103 -75/95) を使用する場合、または追加接続する場合、 OS のプラグ 
アンドプレイ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後ドライバの 
アップデートが必要です。 

SCSI コント日ーラ( N 8 103-75/95) を接続後、 EXPRESS 巨 ULDER から「システムのアップ 
デート」を実行してドライバをインストールしてください。 



ご購入いただいた装置の構成により、搭載可能なオプションボードの種類が異 
なります。詳細は、ハードウエア編の「オプションデバイスと取り付けスロッ 
卜一寶」（155ぺージ）を参照してください。 


SCSI コント□-ラ ( N 8103-107)を使用する場合 

SCSI コント□-ラ ( N 8103-107) を使用する場合、または追力□接続する場合、 OS のプラグア 
ンドプレイ機能が動作しますが、ドライバは自動インストールされません。 SCSI コント□一 
ラ( N 8 103-107) を接続後、 EXPRESSBULDER から「システムのアップデート」を実行し 
てドライバをインストールしてください。 


障喜処理のためのセットアップ 

障害が起きたときに障害からより早く、確実に復旧できるようセットアップをしてください。 
詳細な手順については67ページをご覧ください。 
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管理ユーティリティのインス I -ール 

ミ付の 「 EXPRESSBULDER 」 DVD には、監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 および管理 
用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。 ESMPRO / ServerAgent は、 
シームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□ールパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを確認してください。シームレスセットアップの設をでインス 
トールしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインス!'''ールして 
ください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管埋 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3章の「ソフトウてア編」を参照してくださし、。 


システムのアップデート 

「システムのアップデート」は、シームレスセットアップで自動的に実施されます。 
システムのアップデートは次のような場合に、 EXPRESS 目 ULDER に収録されているを 0 S の 
インストレーシヨンサプリメントガイドを参照して実施してください。 


• システム構成を変更（内蔵オプションの追力日など）した場合 

• Windows システムを修復（修復セットアップなど）した場合 

• バックアップツールを使用してシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクまたは RUR CD - ROM を使用して Express 5800用差分モ 
ジュールを適用してください。このときサービスパックを再適用する必要はありませ 
ん。） 




障害処理のためのセットアップ 
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障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセッ 
トアップをしておいてください。 


メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 


本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 



メモリダンプのミち意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行いまず。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場台びありまずび、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合びあります。 


Windows Server 2008の場合 

次の手順に従って設ちします。 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]を選び、[システム]をクリックす 
る。 

[システム]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システムの詳細設定]をクリックする。 

[システムのプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示されます。 



7 ァイル(り漏集(り表示(ぶクールのヘルプ(が 

]シビューみの虽本的な宿册 

Windows Edition - 

Windows Server の Standa 
Copyright © 2007 Micros 
Service Pack 1 


タスウ 

f ) デバイスマネ-み(邮 
巧 リモ-卜の設定城 


が 


システムの i 卽田設ちけ 
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3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 



4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 


ぶ] 


"起が)システム- 

巧ミのオペレーティンヴシステム (を： 

["Microsoft Windows Server 2008 ▼( 

R オペレーティンヴシステムの一覧を表示する嘟乱; D : P ~3巧間 
厂 ぶ、要ねときに條ほオプションを表示する時間(の： ~ヨわ間 























































導 A 漏 69 



Windows Server 2008 64 -bit ( x 64) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リタ’ンプ]を指定ずることはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBiy 上の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2008 32 -bit ( x 86) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場台は、[完全メモ 
リタ’ンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MB 杉上（メモリサイズび 
2 GB を超える場合は、2048 MB + 300 MBiy 上）の空き容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み巧ド 
ライブの空き容量を確認してください。 


日.[パフオーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 
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6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 
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8. [すべてのドライブのページングファイルのサイズを自動的に管理する]のチエツ 
クボックスのチェックをはずし、[カスタムサイズ]にチェックをする。 



9. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[すべ 
てのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値 
上に、[最大サイズ]を[初期サイズ]上に変更し、[設定]をクリックする。 
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• 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 
のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 
納するのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」は搭載メモリサイズ XI .日倍のサイズとなりまず 。 Windows 
Server 2008 32 -bit ( x 8 巨） Edition では 1 つのノ\°ーテイシヨンに設 
定できるページングファイルサイズび最大で409己 MB となりますので、 
搭載メモリサイズ X 1.日倍のサイズび409日 MB を超える場合は、 

409曰 MB で設定してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


10. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従って再起動してください。 

Windows Server 2003の場合 

次の手順に従って設ちします。 



ここでは Windows Server 2003の場合を例にして手順を示していますが、 
Windows Server 2003 x 64 Editions でも同様の手順でセットアップしてくださ 

し、 0 


1 . スタートメニューから[コント□ールパネル]を選択し、[システム]をクリックする。 
[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [詳細設定]タブをクリックする。 

3. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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4. ダンプファイルのテキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力する。 

く D ドライブじ 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 




Windows Server 2003 x 目4 Editions の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場台は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ + lMBm 上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Server 2003の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リタ’ンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 1 U 上（メモリサイズび 2 GB 
を超える場合は、2048 MB +12 MBm 上）の空き容量のあるドライブ 
を指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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日.[パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



6. [パフオーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 



ll2S\ 


マンスじほう設定をぶ巧してくださ 


(7 歌にな巧て货湿微.のぞ自热的に•猫だするの I 
广 デザインを煩先する(昼） 

广バフォーマンスを便先するを） 

广カスタムを)： 


回ウィンドウとボタンに紀覚スタイルをほ用する 

□ ウィンドウをを六化やを小化するときじにターンヨンでまモする 

□] ンボボックスをスライドして閒く 

□ スクリーンフォントの摄が骨らかじする 

□タスクバーボタンをスライドする 

□ デスクトップのアイコンるじををなける 

□ ドラック‘やじウィンドウの内容を表示する 

□ ヒントをフ J ードまたはスライドでまモする 

□ フォルタでよく使用するタスクをほ巧する 

□ マウスポインタの下にきミをま示する 


zi 


OK 


キャンたル J 用(が 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[す 
ベてのドライブの総ページングファイルサイズ]ボックスに記載されている推奨値 
じ(上に変更し、[設定]をクリックする。 



，■〇 • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

置3 のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納ずるのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルび必要 
でず。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、インストレーシヨンサプリメントガイドの「を 
意事項」の「システムパーティシヨンのサイズについて」の項を参照し 
て < ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 
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9. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ユーザーモードプロセスダンプの取得方法 


Windows Server 2008 の場合 

ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録したファイル 
です。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを終了さ 
せずに、 W 下の方法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスク バー 上の空いている場所をちクリックして[タスク マネージャ ] をクリック 
するか、 く Ctrl〉 + く Shift〉 + く Esc> キーを押下して[タスク マネージャ ] を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちクリックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クする。 

4. 次のフオルダにダンプファイルが作成されます。 

C:¥Users¥ ( ユーザー名 ) ¥AppData¥Local¥Temp 



上記のフォルダは隠し属性となっている場合があります。フォルダが表示され 
ない場合は、エクスプローラの [ツー ル] から [フォルダオプション] を還択し、 
[表示]タブから[すべてのファイルとフォルダを表示する]にチェックをして下 
さし 、0 


ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得して< 
ださい。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方まの詳細は、じ(下の Microsoft 社のサポート 
技術情報を参照して<ださい。 

「Windows Server 2008 でユーザーモー ドプ□セスダンプを取得す る 方ま」 
http://support.microsoft.com/kb/949180/ja 



Windows Server 2008では、ワトソン博±は[問題のレポートと解決策]に変 
更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 
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Windows Server 2003 の場合（ワトソン博 ± の設定） 

Windows ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを橫化するとシステムを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を採取でき 
るよう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 

2. [名前ボックスに rdrwtsn 32. exej と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

[Windows ワトソン博±]ダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 


rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで保存されます。 



ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
区王ック I てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです0 
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己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルじ追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

目.[日のをクリックする。 


ットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てることが 
できます。 


Windows Server 2008 の場合 


ネットワークモニタのセツトアップ手順 



Windows Server 2008には、ネットワークモニタが含まれておりません。 
Windows Server 2008においてネットワークトレースを採取するためには、 
Microsoft 社より提供されております Microsoft Network Monitor をセットアップ 
する必要があります。 


1 . Microsoft 社の Web サイトよりネットワークモニタをダウン□-ドする。 

Information about Network Monitor 3 
http :// support . microsoft . com / kb /933741 / en-us 

2. ダウン□ー ドしたファイルを実行して、インス!-ーラを起動する。 

画面の指示に従ってインストールを実施してください。 



[セキュリティ の警告]ポップアップが表示された場合は、障行]ボタンをクリッ 
クしてく ださし、。 

セットアップ形式を還択する画面では、に omplete ] を選択してください。 


W 上でネットワークモニタのセツトアップは完了です。 



ネットワークモニタを削除する場合は、[プログラムと機能]から行います。 
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ネットワークトレースの採取手順 

1 . スタートメニューから Microsoft Network Monitor を起動する。 

2. |； Sta け Pa 呂 e ] から、に reate a new capture tab ...] もしくは [ File ] メニューの 
[ New ] を展開し、 Kapture ...] をクリックする。 

新たにネットワークトレース採取用のタブが作成されます。 

3. [Select Networks ] ウィンドウで採取対象のネットワークを選択する。 

4. に aptur 引メニュー上のに tart ] をクリックしてネットワークトレースの採取を開 
始する。 

日.に aptur 引メニュー上のに top ] をクリックしてネットワークトレースの採取を終了 
する。 

目. [ File ] メニューのに ave As ...] を選択する。 

[さ)前をがけて保存]ウィンドウが表示されますので 、 [Frame selection ] 内の [All 
captured frames ] を選択後、適切なフォルダ、ファイルをを指をします。 



既をでは、じ(下のフォルダが指をされています。 

C :¥ Users¥<User name >¥ Documents¥Network Monitor 3 ¥Captures 


7. [保存]をクリックする。 

手順6.で指をしたフォルダにファイルが作成されます。 


Windows Server 2003 の場合 

ネットワークモニタを使用するためには、インス I -ール後、システムの再起動を行う必要があ 
りますので、障害が発生する前にインストールしてお<ことをお勤めします。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリック 
する。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [プ□グラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プ□グラムの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]を選択し、[詳細]をクリックする。 

[管理と モニタ ツール]ダイア□グボックスが表示されます。 

己.管理とモニタツールのサブコンポーネントの[ネットワークモニタツール] 
チェックボックスをオンにして[日 K ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスに戻りますので、 
[次へ]をクリックする。 





80 障善処理のためのセツトアップ 


7. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、要求された CD - R 日 M を 
光ディスクドライブにセットして [ OK ] をクリックする。 



ディスクの挿入を求めるメッセージは ‘‘ Service Pack 1 CD - ROM ラベルを付い 
た CD " と表示されますが 、 Windows Server 2003 R 2 をご使用の場合は、 
"Windows Server 2003 R 2 DISCI " を光ディスクドライブにセットしてくださ 

し、 0 


8. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリッ 
クする。 

9. [プ□グラムの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

10. [コント□ールパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]を 
ポイントし、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することがで 
きます。操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.己インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESS 目 ULDER から起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal nnode )]-[ Japanese]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セットアップ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムじよっては、特殊な手 
順でセ、ソトアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未巧応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新の RAID コント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 ULDER に対応していない大容量 
記'憶装置コント□ーラが接続されたシステムじおいて、 0 S の再インストールなどをする場合 
は、次の手順でセットアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷）により、 0 S 組み込み出荷された状態から 
セットアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているボードの一寶については 
「 EXPRESSBUILDER がサポートしているオプションボード」 （18 ぺ一 
ジ）を参照してください。 


1. セットアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 

^ 本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コント□ーラの説明書を優先して<ださい。 

2. RAID コント□-ラの場合は、コント□-ラの説明書に従って RAID システムの設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□-ラの場合は、手順3へ進んでください。 


3. 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVD わ、らシステムを起動させる。 

4. 忙 XPRESS 巨 UILDER にドライバを□ー ドする]を選択し、[次へ]をクリックす 


る。 


「ドライバの□-ド」画面で大容量記憶装置用 OEM - 口 sk をセットして[実行する] 
をクリ 、ソク する。 



このオプションを還択することで、 DVD / CD - ROM またはフロッピーディスク 
で提供されているドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進める 
ことができます。 
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日.下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

• RAID の設定画面が表示された場合は、[論理ディスクの作成をスキップする]を 
チェックする 

• アプリケーシヨンの設をで[大容量記憶装置用 OEM - Disk の適用]を追力□する 



このオプションを選択することで、フロッピーディスクで提供されているドラ 
イバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 


6. シームレスセットアップの途中で[大容量記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ー ラじ添付されている CD - ROM またはフ□、ソピーディス 
クをセツトし、じ(降は画面のメッセージに従って操作してください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 

ID RAID© 1 -テイシ 3 ン 

Step Ij 構い !_琪が 

r ろ 

■ 0S 巧. ィ 7 

1* 1 への イ 

CD の VD ドライブ、また1まフ□ツビーディスクドライブへ、 

「六容る記お装是用〇咖ぶ邮ぞたツトしてください。 


マニュアルセットアップ 

マニュアルセツトアップについて説明します。 


Windows Server 2008の場含 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マニュ 
アルセットアップで Windows Server 2008をインストールする方法については、 
EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 2008イン 
ストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 
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Windows Server 2003 x64 Editions の場ち 

オペレーティングシステムのインストールは、マニュアルセットアップを使用します。マニュ 
アルセットアップで Windows Server 2003 x 64 Editions をインストールする方まについて 
は、 EXPRESSBULDER に格納されているオンラインド羊ュメント 「Windows Server 2003 
R 2 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あら 
かじめ EXPRESS 目 ULDER から、 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 



OEM - Disk とは？ 

「マニュアルセットアップ」では 、 「Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - 
Disk for EXPRESSBUILDER 」 と P 乎ばれる OEM - Disk がぶ、要です。 

作成方法については、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュ 
メント 「 Windows Server 2003 x 64 Editions インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 


Windows Server 2003 の場合 

本装置へのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップを使用する 
ことをお勤めしていますが、特殊なインス I -ールに対応する場合、マニュアルセットアップが 
必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずじ Windows Server 2003をインストールする方まじついて 
は、 EXPRESS 巨 ULDER に格納されているオンラインドキュメント 「Windows Server 2003 
Editions インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBULDER から 「 OEM - Disk 」 を作成しておいてください。 


オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボード(こ添付の説明書も併せ 
医エック I て参照してください。 



OEM - Disk とは？ 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアル 
セットアップ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 
と呼ばれる OEM - Disk が必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-Disk for EXPRESS 巳 UILDER 」 には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる RAID コントローラや SCSI コントローラのドラ 
イバなどが含まれています。 

作成方法については、 EXPRESS 巳 UILDER に格納されているオンラインドキュメ 
ント 「Windows Server 2003インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し 
てくださし、。 
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論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
ぎい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の領 
域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


P -0 システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正でさません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを5 崔認 してか5セットアツプを続行してください。 


3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

じ(上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は次項の「ドライブ文字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を修正してください。 


ドライブス字の修正手順 

t 又下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1. スタートメニューから[マイコンピュータ]をちクリックし、慢强を選択して 
[コンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブ文字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

己.[次のドライブス字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブス字を選 
択する。 

目.[日のをクリックする。 








下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 


ボリユームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 


[コンピュータの管理]を終了する。 

上で完了です。 





86 Linux のセットアップ 


Linux のセットアップ 


八ードウエアのセットアップ完了後、 Linux(「Red Hat Enterprise Linux 5 Server」 、 「Red 
Hat Enterprise Linux ES 4」）のインストールを行います。 

セットアップを始める前に一購入時のが態について一 

セットアップを始める前に次の点じついて確認してください。 

本装置の八ードウエア構成(八ードディスクのパーティシヨンサイズも含む)や八ードディス 
クにインストールされているソフトウエアの構成は、購入時のお客様によるオーダーによって 
異なります。下図は、目 TO (工場組み込み化荷)を指をして購入された場合の、標準的な本装置 
のハードディスク構成について図解しています。 



Linux Recovery ハーティシヨン 
(約 5GB ) (タイプ vfat) 

空きエリア 


Red Hat Enterprise Linux 5 Server、 
Red Hat Enterprise Linux ES 4 


Linux Recovery パーァィシヨンについて 

Linux Recovery パーティシヨンには、インストールディスク のに0 フォーマツトイメージファ 
イル 等、 Linux の シームレスセットアップで 必要となる モジュールが 格納されます。 

<BTO (工場組み込み出荷)時の初期設定> 

目 TO (工場組み a み化荷)を指をして購入された本装置の八ードディスクは、お客様がすぐに使 
えるようにパーティションの設をから、 0 S 、 を種アプリケーションなどがすべてインストー 
ルされています。 


Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報について」を参照し、 Linux の初 
期導入設定を行って<ださい。 

<再セットアップ ( Linux ヴービスセットを購入された場合)> 

添付の忙 XPRESSBULDER 」 DVD が提供する自動セットアップユーティリティ「シームレ 
スセットアップ」を使用してください。「シームレスセットアップ」では、 RAID システムの構 
築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は簡易 
的な操作で BTO (工場組み込み化荷)時の状態に復元することができます。 
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く未インストールからのセットアップ-再セットアップ> 

Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux が未インストールの状態から「シームレス 
セットアップ」を使用することができます。パッケージの変更などを行うために巨 TO (工場組 
み込み化荷)時と異なる設をで再セットアップを行う場合は 、 rEXPRESSBUILDERJ DVD に格 
納されているオンラインド车ュメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シヨンサプリ メントガイド 」、 「Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照し、「マニュアルセットアップ」を行ってください。 
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EXPRESSBULDER の「シームレスセットアップ」ユーティリティを使ってインストールしま 
す。「シームレスセットアップ」とは、 Linux サービスセットを購入されたお客様向けに提供す 
る Linux 簡易インス! -- ラのことです。 「 EXPRESSBULDER 」 DVD を使用し、 RAID システム 
の構築や 0 S 、 を種アプリケーションのインストールに必要な情報を選択•入力すると、後は 
簡易的な操作でインストールできます。「シームレスセットアップ」では工場組み込み化荷状 
態に復元されますが、パーティションや root パスワードの設定の変更、およびインストールす 
るアプリケーションを選択することができます。パッケージについてはインストール後 、 「pm 
コマンド、またはパッケージマネージャで追力□および削除が巧能です。パーティション構成の 
変更などを行うために 0 S を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用して 
ください。煩雑なインストールをこの機能が代わって行います。 


シームレスセットアップを実施する前に、必ず^；、要なデータのバックアップを 
BM とつてください。 



• シームレスセットアップでは、各 0 S 用にドライバディスクを作成する 
必要があります。別途ドライバディスク用に 1.44 MB フォーマット済み 
空きフロッピーディスクを1枚ご用意ください。 

• シームレスセットアップでは、 保存した パラメータファイルを 使用した 
り、セットアップに 必要な パラメー タを パラメータファイルとしてフ 

ロッピーディスクに保存することができます。別途パラメータファイル 
用に1 .44 MB フォーマット済み空きフロッピーディスクを1枚ご用意くだ 
さし、。 

• 内蔵フロッピーディスクドライブを搭載していない場合は、別途 USB フ 
ロッピーディスクドライブをご用意ください。 


セットアップ前の確認事項について 

シームレスセツトアップを始める前に、ここで説明するを意事項について確認しておいてくだ 
さい。 


ディストリビューションについて 

シームレスセットアップでは、 W 下のディストリビューションに対応しています。 
購入されている Linux サービスセツトのディストリビューションを選択できます。 


• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( x 86) 

• Red Hat Enterprise Linux 5 Server ( EM 64 T ) 

参 Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( x 86) 

参 Red Hat Enterprise Linux ES 4 ( EM 64 T ) 
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BIOS の設定について 

Linux をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設をを確認してください。 

182ぺージの「システム BIOS のセツトアップ （ SETUP )」 を参照して必要な設をを行ってくだ 
さい。 


W"0 3. 己インチディスクモデルで、オンボード SATA コント □— ラを使用して A— 

置 3 ドディスクドライブを接続ずる場台は ly 下の設定を行ってください。 

— 「 Advanced 」 一 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 「Native 
Mode Opration 」 を TSerial ATA 」 に設定。 

- 「 Advanced 」 一 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 TSATA 
AHCI Enable 」 を 「 Disabled 」 に設定。 


ま意すべき八ードウエア構成について 

• Linux システムをインス I -ールしようとする八ードディスクドライブのほかに別の八一 
ドディスクドライブを接続する場合は、 Linux をインストールした後に接続してくださ 
い。 

• オプションの RAID コント□ーラに論理ドライブが作成された八ードディスクドライブ 
が接続されている場合、論理ドライブが作成された八ードディスクドライブを取り外し 
てインス I -ールを実施してください。 

• 本装置の購入後にオプションの追力日接続を行っている場合は、目 TO (工場組み込み化 
荷）時の状態に戻してインス I '''ールを実施してください。 

• Linux OS が起動する八ードディスクドライブおよび論理ドライブ（ V "および "/ boot " 
を配置するドライブ）に、2,09ス 152 M 目 (2 TB ) じ(上の容量の八ードディスクドライ 
ブを使用することはできません。 
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セットアップの流れ 

シームレスセットアップの流れを図に示します。 



Linux 用ドライバディスクの作成 


パラメータの□—ド ( Step 2) 


□—ドずる □—ドしない（フ□ジピーディスクなしの場さも含む） 

♦ か 


05の選択 （steps) 


巧へ 

♦ 

RAID ①設定 ( Step 4) 


巧へ 


巧へ 


Linux の詳細設定 （ Step 已〜 steps ) 


次へ 


巧へ 


巧へ 


バラメータをセーブ （Step10) 


セーブずる セーブしない口□ッピーディスクなしの場さも含む） 

♦ か 



A — ドディスクドライブか6の A — ドディスクドライブか5の 


CD / DVD か6の 


インス!ル概巧の Linux インストール （Linux Recovery イ、ス | ル 

Recovery ； (-テイシヨンを使用）パーテイシヨンを新規作成） 


み 


インストール用/ (-テイシヨンの作成で 


み 


インス!ルディスク1枚目のセット•コピ ー 


インストールディスク吕枚目 L ソ降① 
セット.コピ_ 


CD / DVD . フ□ッピーディスクを取り出ず 


再起動後、ドライバディスクのセット-適用 


Linux のインス I '―ル’3 




み 


巧起動後、インストール終了 


み 


RAID の設定 ( Step 4) で論理ドライブを設定した場合、このフエーズび 
実行されます。 

- J \- ドディスクドライブか日のインス I ルでは Linux Recovery 
パーティシヨンを作成します（インストール後ら残ります）。 

- CD / DVD からのインス!ルでは、作業用パーティシヨンを作成 
します（インストール中に削除されます）。 

Linux 標準インス I ラによるインス I ルび進行します。 

メッセージに従って、インス!ルディスクまたは 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトしたり、パーテイシヨンの手動設定を行つてください。 


J :入力や還択が必要な作業 
]： 自動のに作業が進む内容 
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セットアップの手順 

Linux のインストールを行うには]: i 下のインストール対象の 0 S のインストールディスクが必 
去しろ 0 

※[■八ードディスクからのインス I -- ル」を選択し、既存の Linux Recovery パーティシヨンを 
使用してインス I -ールする場合は、インス I -ールディスクは不要です。 


• Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install Disc 1 〜5、 
または Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( x 86) Install DVD 

参 Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( EM 64 T ) Install Disc 1 〜6、 
または Red Hat Enterprise Linux 5.1 Server ( EM 64 T ) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( x 86) Install Disc 1 〜5、 

または Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( x 86) Install DVD 

• Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 作 M 64 T ) Install Disc 1 〜5、 
または Red Hat Enterprise Linux ES 4.6 ( EM 64 T ) Install DVD 



• 必要に応じインストールディスクを作成してください。インストール 
ディスクの作成方法は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されている 
オンラインドキユメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server インスト 
レーシヨ ンサプリメントガイド 」、 r Red Hat Enterprise Linux 4 インスト 
レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照してください。 

• 「Linux メディアキット」を購入されたお客様は、インストールディスク 
を作成する必要はありません。 


じ(下に、シームレスセツトアップの手順を説明します。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にしてください。 

2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD をセットしてくださ 
い。 

3. DVD をセットしたら、リセットする( く Ctrl>+ く Alt>+ く Delete 〉 キーを押す)か、電 
源を日 FF/ 日 N して本装置を再起動してください。 

DVD から EXPRESS 目 ULDER が起動します。 U 下のメニューが表示されたら、 「0 s 
installation *** default ***」 を選択してください。ここで選択しない場合は、自動 
でシームレスセットアップの流れに進みます。 
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4. トップメニューが表示されます。 

「シームレスセットアップを実行する」を選択し、[次へ]をクリックしてください。 



日.[パラメータの□ー ド]画面が表示されます。 

パラメータを□ー ドする場合は「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータ 
の入ったフ □、ソ ピーディスクをセットしてパラメータファイルのパスを入力してく 
ださい。パラメータの□ー ド後、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータを□ー ドしない場合やフ □、ソ ピーディスクドライブが接続されていない 
場合は、「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRE な BUILDER 


step 色 P 勺" ■► r ■も 


バラメー巧を口ードずる巧をは、バラパー5の乂 
バラパ-タフアイルのパスを入力してくだみ、 ♦ 


つたフロッピ—ディスクをドライブへ七ットして、 r バラメータを口—ドする J を法巧し、 
ロードしない J を Ji 巧してください， 


"•フロッピーディスクドライブが S 巧されていなレ巧をは r バラメー5モロードしない J を3巧してくだみ >♦ 



韋晤 I 


H る 


广)ホへ ©スキッ巧る 


Linux サービスセット用のパラメータは、「スキップする」機能には対応してい 
を；!:ッ匀 ません。 
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6. [ OS の選択]画面が表示されます。 

rUnux をインストールする tinux サービスセット用)」を選択し、[次へ]をクリックし 
てください。 

7. [ RAID の設定]画面が表示されます。 

設を内容を確認し、修正が必要な場合は r 次の設をで論理ドライブを作成する」を選 
択し、パラメータを設をしてから、[次へ]をクリックしてください。 

RAID コント□ーラを使用していない場合や、既存の論理ドライブをそのまま使用す 
る場合は、「論理ドライブの作成をス车、ソプする」を選択し、[次へ]をクリックして 
ください。 


NEC 

EXPRE な BUILDER 

Step ;哲-| …1猫を,， f の 

1^ 



な巧ドライフをホ巧し3す， 

RAID3 ントロ—ラを巧巧していない巧を、および、ずでにけ巧されているお巧ドライフを庙巧ずる巧をは、スキッフを这巧し、ホへ适ムでくだみ 
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8. [ディストリビューションの指定]画面が表示されます。 

インス I -ールするディストリビューションをリストから選択してください。 

「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 を選択すると、インストール番号の入力 
フォームが表示されますので 、 「Red Hat Enterprise Linux 5」のインストール番号 
を入力してください。インストール番号の入力を省略した場合、サブスクリプシヨ 
ンに含まれている全パッケージグループじアクセスできない場合があります。 



「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 」 のインストール番号の詳細については、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインドキユメントの 「Red 
Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 


次にシームレスセットアップ-インストール车一を入力してください。シームレス 
セットアップ-インストールキーは、 Linux サービスセットに同捆されている「はじ 
めじお読みください」に記載されています。シームレスセットアップ-インス!-一 
ル车一の入力後、[次へ]をクリックしてください。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


step I ;气,"1なす,.旷。等,， p ^,,‘ II 懲] "■►1 鐵 I * 


インストールするディストリピユーシ3ンの法巧とシームレスセホアッフ•インストールキーを入力しまず， 
シームしスセットアップ • インストールキーは、 Linti* ウーピスセットに同♦■されている r はじめにお巧みください"こ! 

里ち： R«JH«En«rpriwLinu ぶインストールする巧をは，サブスウリフシヨンのこ巧朽も化至です* 


(■デイストリピューシ3ン S 巧一 


インスト—ルするデイストリピユ—シヨン '1 Red Hat Enterprse Uiux 5 Server (xS6) ご] 


[-インス^ールさミの乂力- 

法巧されたデイストリヒュ-シヨンでは、インスト—, 
インストール*ちは16衍の半 ft 芙巧ずでず， 


ル Sg を入力するぶ g があり3す. 


广 インスト—ル*ちの入力をを《 


巧 TOI 


Linux サービス セッ ト について 

rUnux サービスセット」は 、 Linux (ディ ストリビューシ ヨン) とサポートサービスな 
どを組み合わせ、エンタープライズシステムで Linux をより安ムしてお使いいただけ 
るようにする製品です。システムの運用性-信頼性向上とシステム管理者の負荷輕 
減の実現のために、下記のを種機能やサービスを提供しています。 

• 設を時や障害時の問題解巧を支援するサポートサービス 

• 導入時の作業時闇を大幅に削減する BTO インストール化荷 

• 化荷対象のすべての 0 S •サーバモデルで実機での動作評価を実施し、安ムし 
て運用していただける環境を提供 

• 製品化荷後に公開された新しいカーネルについても評価情報-アップデート手 
順を提供 

• 障害の発生や予兆を早期に発見可能なサーバ稼働監視ツールを提供 
「 Linux サービスセット」の詳細については、 W 下の Web サイトをご覧ください。 
http :// www . nec . co . jp / linux / linux - os / 
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9. [インストール方法の選択]画面が表示されます。 

「八ードディスクからのインストール」または rCD / DVD からのインストール」を選択 
し、[次へ]をクリックしてください。 

10. [パーティション-パッケージの設定]画面が表示されます。 

パーティションの設をは、「目 TO (工場組み込み化荷）時パターン1〜3」、「手動で 
設をする」から選択してください。 swap パーティションのサイズを変更する場合は、 
「搭載メモリから算化する」、 「 BT 0 化荷時の設をじする」、「サイズを指をする」か 
ら選択してください。設を完了後、[次へ]をクリックしてください。 

パッケージの選択は BT 0 (工場組み込み化荷)時の構成と同様じなります。 


EXPRESSBUILDER 


step 隨 1*1 對 1*1 鐵 卡 | 嘴 k II 瞬 

バ—ティシヨンを巧左し2す， 

r 丰巧で投定する J を法化しち巧を、シ■-ムレスセットアップ度 IW 巧、 Linwc の«巧インス h- ラで旧巧に投定する么丢があります， 
なお、パ—ティシヨンのサイスは、インストレ—シ3ンサフリメント巧イドに巧ちされている»化まの巧*をる示しています， 
システムの度巧や目的、ディスウ Si とのバランスなどじよりサイスモ*11してください， 



1 BTOCE 巧站みをみ曲が時 j 巧ーン 1ゴ 




サイス M 

フ r イ&ム 


M ザパーティシヨンのサイス^ 

1搭嚴州リ占み苦化する 

3 -IfMM： 

’( MB ) 

「バジケージの 巧 巧- 1 

BT 0 時の 巧が （バックージーち はこちらを をおしてくだみ、） 


■るし' 、みへ 




パッケージの選ネ尺画面で「こちら」をクリックすると 、 BTO (工場組み込み出 
荷）時のパッケージー覽が表示されます。 

BTO ( 工場組み込み出荷)時のパーティシヨン設をおよびパッケージグループの 
詳細については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納されているオンラインド 
キユメントの r Red Hat Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」または 「 Red Hat Enterprise Linux 4 インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」を参照してください。 



11. [その他のインス!-ール設定]画面が表示されます。 

root パスワードを入力してください。 root パスワードは、6文字上127文字下で 
設ちします。「〇饥パスワードを入力後、[次へ]をクリックしてください。 






















































96 Linux のセットアップ 


12. [追加アプリケーシヨンの指定]画面が表示されます。 

必要なアプリケーションを選択し、[次へ]をクリックしてください。 


wO Universal RAID Utility は必ず選択してください （ RAID システム構成の場合 
■to のみインストールされまず）。 



マウスポインタをアプリケーシヨン名に移動させると、アプリケーシヨンの説 
明が表示されます。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


• A みシ 3 ン 11その•の I ■追 なげリ 1 ■パ ライータ 面 自《イン 

step ，解 III |ぉで |資品卜 》 卜 る车 1 

シームしスセホアップ持にインストールするアプリクーシヨンを巧をします， 

インストールするアブリケーシ3ンのチェジウボッウスをチェックしてくだホ、 ♦ 

な童： Univer**! RAID Utility は化すチュ"ノウしてくだみパ RAID システム情巧の«をのみインストールネれミす） ♦ 


I ー サーバ7ネージパントドライバモジュール 


*7 ウスポイン5モアブリケ ー シ3ンちに#巧させると、アフリクーシヨンの巧明がるモ去れます， 


LintuJS ESMPRO/ScrYcrAgent 

ESMPRO / S « fv . rAg . nttt . 7ネージャ巧 S 巧巧がする ESMPRO / S « MrM , n » 9er とともに巧巧しサ—バ 
の巧れ£巧、予巧巧巧、 B ま店巧巧指を巧巧します， 

エクスブレス51拓サ—ピスは、ウーババードウエアのアラームがまの化该巧白巧的に株出しイン 
5— ネットやな*回巧によって fi 巧亡ン9—に3お、巧守が,吉、からお客巧へこ ii おするサーピスモ S 
けるときに化 S なソフトウェアで、芭巧センターへの ii 巧機能を巧巧します， 


•る0 J 衣へ 


'う TOP へ 


、^ツデフが I 


13. [パラメータのセーブ]画面が表示されます。 

パラメータをセーブする場合は r パラメータをセーブする」を選択し、 1.44 M 目 
フォーマット済みのフ□、ソピーディスクをセットした後、ファイルををボックスへ 
入力し、[次へ]をクリックしてください。 

パラメータをセーブしない場合は r パラメータをセーブしない」を選択し、[次へ]を 
クリックしてください。 


NEC 

EXPRESSBUILDER 

テイシ3ン 1) その A の 

Step JI ィぶで… 

11 弊 1 陽 |*|! 鮮 

バラメ•夕をた—ブする《をは、フロッピ•ディスウドライスこフォ —7 ホ巧みフロッピ•ディスウをセットして、 r パラメ ー9 をセ•ブする J モ这巧しバラメ、5 
ファイルのバスか力してくだみ 

バラパー5をた—フしない a きは.い巧パ—3をた—フしな川を这巧してくだみ、 

〜フ日ッビ—ディスウドライブが括巧されてしぶい®をはバラパ—9は它—ブできません. 

6* バラパー S をたーフしない 

•右 ご ) ご )* へ 

巧 TOP へ 
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14. [自動インス!-ールの開始]画面が表示されます。 

インス I -ールに必要なインス I -ールディスクを準備し、[実行する]をクリックして 
ください。 

八ードディスクのデータを削除してよいか、確認のメッセージが表示されます。セッ 
トアップを続行する場合は、 [0 K ] をクリックしてください。 

データの保存が必要な場合は、[キャンセル]をクリックして、セットアップを中断 
して<ださい。その後、再起動し必要なデータを保存して<ださい。 


NEC 


EXPRESSBUILDER 


• . T ,、.- テイシむ 11その*の D 途 ttrr リ r パラメータ 1[1白1^ン1 

step 崎 .’ 細 ;,,’ IJ お -", Iji 。 仰 ’ |1| 恶ル | 


シ—ムレス它ットアッブじ化妄な巧巧ををてけ集しました* 
g 巧する巧巧すと、シームレスセットアッフ S 巧化します* 


インスト—ルをま巧ずるには、は下のメディアがお要でず* 



•る© 


3top へ 



インストールする 0 S もしくはインストール方まによって、表示される画面の 
内容は異なります。 


1己.手順7で RAID を設定した場合は、 [ RAID の構築]画面が表示されます。 RAID の構 
築が完了後、 [ Linux 日 S インストールの準備画面に移り、 Linux 用ドライバデイス 
クの作成を促すメツセージが表示されます。 

Linux 用ドライバディスクを作成する場合は、[はい]をクリックしてください。 


凸 


ぶ] 


な 


インストールには、 Linuxffl ドライバディスクがおまです， 
Linuxffl ドライバ；ィスクをか巧するには【はし、]を法巧してくださ 
い* 

既 I こ Linu 屈ドライバディスウを作巧巧みの巧をはいいえ]を法 
巧してくだみ^ 


Linux 用ドライバディスクを作成済みの場合は、[いいえ]をクリックして、手順16に 
進んで < ださい。 
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フ□、ソピーディスクを要求するメッセージが表示されます。 1.44 MB フォーマット 
済みの空きフ□、ソピーディスクをセットして、 [0 K ] をクリ、ソクしてください 。 Linux 
用ドライバディスクが作成されます。 


な 


Enterprise Linu > 

をけ巧します ♦ 


(5 jo (- xxx)J をけ 

フロッピーディスウドライフにフロッピーディスウを巧入してくだ 
み、* 




画面に表示されたタイトルをフロッピーディスクのラベルへ書き込んでおく 
と、後々の管埋が容易です。 


16. Linux のインストール準備を進めます。 


[ r 八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

八ードディスク上の既存の Linux Recovery パーティシヨンからインス I ルする 
場合は、手順18に進みます。 

八ードディスク上に、インストールするディストリビューシヨンじ対応した Linux 
Recovery パーティシヨンが存在しない場合は 、 Linux Recovery パーティシヨンを 
新規に作ぶするために手順17に進みます。 

[に D / DVD からのインス I ル」を選択した場合] 

手順17じ進みます。 

17. Linux のインス I -ールディスク1枚目を要求するメッセージが表示されます。 

[ r 八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクをセッ 
卜し、 [0 K ] をクリックしてください。 

メッセージに従って、2枚目 W 降のインストールディスクを入れ替えてくださし^。 
Linux Recovery パーティシヨンが作成されます。 


インスト 
は、 CD 1 巧あたり巧3〜7巧、 


一 （IS 
DVD 


な 


ISO イベージ化）にかかる時間 
1 巧あたり灼 1 い20^です， 


er ( x 86) Install DVD 


lat En 
Ut En 
ht En 

rp 

rp 

rp 

ise Linux 5. 
ise Linux 5. 
ise Linux 5. 

Server 卜 86) 
Server ( x 86) 
Server (x 百 6) 

E: 

lat En 
Ut En 

rp 

rp 

ise Linux S . 
ise Linux 5. 

Server ( x 86) 
Server ( x 86) 
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[rCD/DVD からのインス I -ール」を選択した場合] 

インス I -ールするディストリビューシヨンの 1 枚目のインストールディスクをセッ 
卜 し、 [0 K ] をクリックしてください。 

インス I -ールディスク 1 枚目からファイルのコピーが行われます。 



18. ドライブからディストリビューションのインス!-ールディスク、 

「 EXPRESS 巨 UILDERJDVD 、 フ□ッピーディスクをすべて取り出し、 [0 K ] をク 
リックしてください。 


a 


ぶ 


な 


ドライフから CD / DVD とフロッピーミイスウを巧り化してください ♦ 



再起動を促すメッセージが表示されますので、[再起動]をクリックしてください。 


e 


システムを再起巧します* 

rDoyouhaveadriverdi: 切のイッセージが去示されたら [Y«! を 
巧し、面面の巧をじないドライバディスクをぶ巧!^てくだみ 
ぶ中 、 r You have multiple devices 」のメッセージが去できれた 
巧合は r * dj を法巧してくだみ >♦ 

r CD が巧つかりません ♦ J または r CD Not FoundJ のパッセージ 
が去示されたら、 1 巧目のインストールミィスウを巧入し、[〇巧を 
巧してくだみ、 
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19. 再起動後、ドライバディスクの有無を確認するメッセージ （ "Do you have a 
driver disk ?") が表示されます。 

[ Yes ] を押してください。 



2日.フ□ッピーディスクドライブを指定するメッセージ（ "You have multiple 
devices ..") が表示された場合は、 " sda " を選択し、 [0 K ] を押してください。 

21. ドライバディスクを要求するメッセージ（ Insert your driver into ..") が表示され 
ます。 

Linux 用ドライバディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、 [0 K ] を押して 
ください。 

22. 他のドライバディスクの有無を確認するメッセージ （ "Do you wish to load ..") 
が表示されます。 

[ No ] を押してください。 

23. Linux のインス!-ールが開始されます。 

[ r 八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 


[rCD/DVD からのインス I ル」を選択した場合] 

メッセージ（ " CD が見つかりません。"または "CD N 饥 Found ") が表示されますの 
で、インストールするディストリビューシヨンの1枚目のインストールディスクを 
セットし、 [0 K ] をクリックしてください。 


手順10のパーティションの設をで「手動で設をする」を選択した場合は、インス 
トールの途中、パーティション設を画面が表示されますので、必要に応じ設を 
してくださし、。なお、「ハードディスクからのインストール」を選択してパー 
ティ ショ ンを手動で設をする場合、パーティション設を画面に Linux Recovery 
パーティション（約 5 GB ) (タイプ V ね t ) が見えていますが、削除しないでく 
ださし、。手動パーティション設定:については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に 
格納されているオンラインドキユメントの 「Red Hat Enterprise Linux 5 Server 
インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 
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24. Linux のインストールを進めてください。 

[r 八ードディスクからのインストール」を選択した場合] 

そのままインストールが進行します。 

[rCD/DVD からのインスI -- ル」を選択した場合] 

メッセージに従って、2枚目降のインスI-ールディスクを入れ替えてください。 

インストールの終了後、 「EXPRESS 目 ULDERJDVD を要求するメッセージ（ "Please 
insert EXPRESS 目 UILDER Ver. 5.xx-xxx.xx disc" 、 "Press ENTER to continue.") 
が表示されますので、 「EXPRESS 巨 ULDERJDVD をセットし、忙 NTER] を押してく 
ださい。 

2己.アプリケーションがインス!-ールされます。 

アプリケーションのインストール終了後、ディストリビューションの完了画面が表 
示されますので、 「EXPRESSBUILDERJDVD (セットしている場合のみ)を取り化し、 
[再起動]を押してください。 

26. 再起動後、 Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報につい 
て」を参照し、必要に応じて設定を行ってください。 

上で、シームレスセットアップは完了です。 



Linux サービスセットを購入された場合は、 Linux がホインストールの状態から「シー 
ムレスセットアップ」 を使用することができます。パッケージの変更などを行うた 
めに BTO (工場組み込み化荷）時と異なる設定で再セットアップを行う場合は、 
rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されているオンラインド羊ュメントの 「Red Hat 
Enterprise Linux 5 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」または 「Red 
Hat Enterprise Linux 4インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マ 
ニュアルセットアップ」を行ってください。 
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